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龍
谷
大
学
大
宮
図
書
館
二
〇
一
八
年
度
特
別
展
観
は
︑﹁
大
谷
光
瑞
師
の
構
想
と
居
住
空
間
﹂を
テ
ー
マ
に
開
催
い
た
し
ま
す
︒

こ
の
展
観
は
︑
大
谷
光
瑞
師︵
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
第
二
十
二
世
︑
鏡
如
宗
主︵
一
八
七
六
│
一
九
四
八
︶︶没
後︵
遷
化
︶七
十
年
に
あ
た
る
の

が
本
年
で
あ
る
こ
と
か
ら
企
画
い
た
し
ま
し
た
︒
龍
谷
大
学
大
宮
図
書
館
で
は
︑
こ
れ
ま
で
も
光
瑞
師
の
大
き
な
事
績
で
あ
る﹁
シ
ル
ク
ロ
ー

ド
大
谷
探
検
隊
﹂展
観
を
開
催
し
て
ま
い
り
ま
し
た
︒
こ
の
た
び
は
︑
明
治
・
大
正
・
昭
和
前
期
の
︑
光
瑞
師
が
生
涯
を
と
お
し
て
住
ま
わ

れ
た
国
内
・
国
外
の
場
所
や
建
物
が
︑
大
谷
探
検
隊
の
み
な
ら
ず
︑
農
事
試
験
場
で
の
農
作
物
栽
培
・
普
及
︑
あ
る
い
は
女
性
門
信
徒
の
教

化
育
成
・
学
校
教
育
な
ど
の
大
き
な
構
想
を
生
み
だ
し
た
と
い
う
発
想
に
た
っ
て
︑
文
字
ど
お
り
光
瑞
師
の
足
跡
を
辿
る
企
画
で
す
︒

光
瑞
師
の
壮
大
な
構
想
は
︑
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
戦
争
の
終
結
に
よ
り
滞
在
先
の
中
国
東
北
部
大
連
の
地
で
潰
え
ま
し
た
︒
戦
後
引
き
揚
げ

の
苦
難
を
の
り
こ
え
ら
れ
た
末
に
大
分
︑
別
府
を
最
期
の
住
処
と
さ
れ
ま
し
た
が
︑
そ
れ
ま
で
の
足
跡
︑
思
い
描
か
れ
た
構
想
の
国
際
的
ス

ケ
ー
ル
の
大
き
さ
は
︑
戦
前
・
戦
後
の
時
代
を
通
じ
て
群
を
抜
い
て
い
た
か
と
思
い
ま
す
︒
展
観
の
限
ら
れ
た
時
空
間
の
中
で
は
あ
り
ま
す

が
︑
ご
来
場
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
に
は
︑
是
非
そ
の
一
端
を
感
じ
と
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
︒

こ
の
展
観
開
催
に
あ
た
っ
て
は
︑学
内
・
学
外
の
関
係
者
並
び
に
校
友
の
方
々
の
お
力
を
お
借
り
し
ま
し
た
︒
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
︒

二
〇
一
八
年
一
〇
月

特
別
展
観
の
開
催
に
あ
た
っ
て

新

田 

光

子

龍
谷
大
学
図
書
館
長
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こ
の
た
び
の
展
観
で
は
︑
大
谷
光
瑞
師
の
多
面
性
が
み
ど
こ
ろ
で
す
︒
僧
侶
︑
地
理
学
者
︑
建
築
考
案
者
︑
仏
教
研
究
者
︑
教
育
者
︑
農

学
者
︑
経
営
者
︑
都
市
計
画
者
︑
陶
磁
器
研
究
者
な
ど
︑
光
瑞
師
の
活
動
は
実
に
多
彩
で
す
︒
い
ま
な
お
大
谷
光
瑞
師
を
計
る
モ
ノ
サ
シ
は

誰
の
手
許
に
も
あ
り
ま
せ
ん
︒
あ
ま
り
に
ス
ケ
ー
ル
が
大
き
く
︑
捉
え
き
れ
な
い
の
で
す
︒
世
界
を
見
わ
た
す
広
大
な
視
野
と
慈
悲
心
に
基

づ
く
果
敢
な
る
行
動
は
師
の
大
き
な
魅
力
で
す
︒
光
瑞
師
の
実
像
を
解
明
す
る
に
は
ま
だ
ま
だ
時
間
が
か
か
り
そ
う
で
す
が
︑
こ
の
た
び
の

展
観
が
解
明
進
捗
の
き
っ
か
け
と
な
れ
ば
幸
い
で
す
︒

近
年
︑
大
谷
光
瑞
師
に
対
し
て
海
外
か
ら
熱
い
視
線
が
注
が
れ
て
い
ま
す
︒
光
瑞
師
が
な
し
た
多
彩
な
る
活
動
と﹁
ア
ジ
ア
復
興
﹂
に
向

け
て
の
壮
大
な
る
構
想
に
注
目
が
集
ま
っ
て
い
る
の
で
す
︒

例
え
ば
︑
ト
ル
コ
︒
二
〇
一
〇
年
︑
ト
ル
コ
で
は﹁
日
本
年
﹂
と
銘
打
ち
︑
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
︒
そ
の
中
の
ひ

と
つ
の
展
覧
会﹁
三
日
月
と
太
陽　

イ
ス
タ
ン
ブ
ル
の
三
人
の
日
本
人　

山
田
寅
次
郎
・
伊
東
忠
太
・
大
谷
光
瑞
﹂
で
︑
大
谷
光
瑞
師
に
関

す
る
資
料
が
初
め
て
イ
ス
タ
ン
ブ
ル
で
公
開
さ
れ
ま
し
た
︒
同
時
に
刊
行
さ
れ
た﹃
土
耳
古
と
大
谷
光
瑞
﹄︵
エ
ル
ダ
ル
・
キ
ュ
チ
ュ
ク
ヤ
ル

チ
ュ
ン
と
入
澤
と
の
共
著
︶
は
発
売
と
同
時
に
売
り
切
れ
た
と
聞
き
及
ん
で
い
ま
す
︒
ト
ル
コ
で
の
光
瑞
師
に
対
す
る
関
心
は
高
ま
っ
て
い

ま
す
︒
同
年
︑
ブ
ル
サ
で
も
︑
特
別
展﹁
ブ
ル
サ
に
お
け
る
初
の
ト
ル
コ
・
日
本
産
業
提
携
：
ギ
ョ
ク
チ
ェ
ン
家
と
大
谷
光
瑞
﹂が
開
催
さ
れ
︑

好
評
を
博
し
ま
し
た
︒
一
九
二
〇
年
代
に
光
瑞
師
は
ブ
ル
サ
で
絹
織
物
産
業
を
興
し
︑
ト
ル
コ
人
と
合
弁
会
社
を
共
同
経
営
し
て
い
た
の
で

す
︒
経
営
者
と
し
て
の
光
瑞
師
の
顔
は
こ
れ
ま
で
は
っ
き
り
と
は
見
え
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
︒

今
後
も
光
瑞
師
に
関
す
る
新
た
な
資
料
が
出
て
く
る
こ
と
で
し
ょ
う
︒
そ
の
と
き
︑﹁
多
面
体　

大
谷
光
瑞
師
﹂
は
ど
の
よ
う
な
光
芒
を

放
つ
で
し
ょ
う
か
︒
楽
し
み
で
す
︒

二
〇
一
八
年
一
〇
月

特
別
展
観
の
み
ど
こ
ろ

入

澤 

崇

龍
谷
大
学
学
長
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◆�

本
図
録
は
、
龍
谷
大
学
大
宮
図
書
館
が
主
催
す
る
二
〇
一
八
年
度
特
別
展
観「
大
谷
光
瑞
師
遷
化　
　

七
〇
年
記
念　
大
谷
光
瑞
師
の
構
想
と
居
住
空
間
」の
図
録
で
あ
る
。

◆�

本
展
の
期
間
は
、
二
〇
一
八（
平
成
三
十
）年
十
月
三
日（
水
）〜
十
月
十
三
日（
土
）・
十
月
十
八
日（
木
）

で
あ
る
。

◆�

本
展
の
企
画
、
構
成
及
び
図
録
の
編
集
は
、
三
谷
真
澄（
龍
谷
大
学
国
際
学
部
教
授
）、
大
木
彰（
龍
谷

大
学
大
宮
図
書
館
）、
和
田
秀
寿（
龍
谷
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
学
芸
員
）が
担
当
し
た
。

◆�

本
図
録
本
文
に
お
い
て
は
、
大
谷
光
瑞
を
は
じ
め
関
係
各
氏
に
つ
い
て
、
基
本
的
に
敬
称
を
省
略
し
て

記
述
し
た
。
ま
た
、
本
山
本
願
寺
を
西
本
願
寺
と
記
し
た
。

◆�

本
図
録
に
掲
載
し
た
資
料
が
陳
列
さ
れ
て
い
な
い
場
合
が
あ
る
。

◆�

本
図
録
掲
載
順
は
展
示
順
序
と
異
な
る
場
合
が
あ
る
。

◆�

展
示
資
料
の
う
ち
、
参
考
展
示
な
ど
一
部
の
資
料
に
つ
い
て
は
、
本
図
録
に
収
録
し
て
い
な
い
。

◆�

本
図
録
の
執
筆
は
、
三
谷
、
大
木
、
和
田
の
他
、
加
藤
斗
規（
大
谷
記
念
館
研
究
員
）、
菅
澤
茂（
工
学

院
大
学
研
究
員
）、
掬
月
誓
成（
大
谷
記
念
館
副
館
長
）、
岡
田
至
弘（
龍
谷
大
学
理
工
学
部
教
授
）が
分

担
し
、
各
文
末
に
執
筆
者
名（
苗
字
）を
記
し
た
。。

◆�

資
料
名
称
は
、
原
資
料
に
付
さ
れ
た
名
称
を
原
則
的
に
踏
襲
し
た
。

◆�

各
資
料
解
説
の
表
記
は
、
資
料
名
、
時
代
、
材
質
、
法
量
、
所
蔵
者
の
順
に
記
す
。
法
量
の
単
位
は
㎝

で
あ
る
。
所
蔵
者
未
記
名
は
龍
谷
大
学
図
書
館
蔵
で
あ
る
。

◆�

写
真
の
撮
影
は
龍
谷
大
学
大
宮
図
書
館
、
和
田
が
担
当
し
た
。

協
力
者（
敬
称
略
・
順
不
同
）

雨
森
み
ち
る
、
大
原
実
代
子
、
廣
瀬
覚
、
祐
西
寺
、
光
立
寺
、
照
恩
寺
、
皆
山
三
商
店
、
大
谷
記
念
館
、

印
刷
博
物
館
、
鍵
長
法
衣
佛
具
店
、
瑞
門
会
、
築
地
本
願
寺
、
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
、
本
山
本
願
寺
、

龍
谷
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

【
凡
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大谷光瑞肖像写真（大正9年）　45歳　（『光寿』第1号）
ジャワ島周辺での農園開発が軌道に乗り出した頃で、旅順では大谷学生が各方面に進出し、
梵語の翻訳研究を中心とする光寿会も結成された。

大谷光瑞（鏡如宗主）は、浄土真宗本願寺派本願寺（西本願寺）明如宗主（大谷光尊）の長男として、明治9年（1876）誕生した。天資英邁
にして気宇壮大、28歳で西本願寺第22世の法灯を継いだ鏡如宗主は、西本願寺教団の強化に尽力した人物である。
特に、インド、中央アジア等への仏蹟調査（大谷探検隊）を主宰し、多くの成果を上げた。さらに、西本願寺教団内における組織的強
化、国内外の伝道展開をめざした宗主の施策は、近代西本願寺教団の発展に大きな影響を与えた。中でも、明治44年（1911）に盛儀の
中に厳修された、宗祖親鸞聖人650回大遠忌法要は意義深いものであった。
そして、宗門以外にも光瑞の活動領域は広く多彩であった。生徒数300余名の中学校を設立し生徒の育成をはかり、私設の気象観測
所を設け気象学に貢献、マスクメロンの栽培など園芸発展に寄与した。さらに、国内外に建設した別荘の設計にも自ら関与した。また、
梵語経典の収集と翻訳を推進させ、講演、執筆に努め、中国古陶磁窯の発掘と研究を進め、アジア諸地域の農事開発（ゴム・コーヒー・
香料植物・養蚕・織物・バラ等）に従事した。
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明
治
9
年︵
一
八
七
六
︶
1
歳

12
月
27
日
西
本
願
寺
第
21
世
明
如
宗
主︵
大
谷

光
尊
︶の
長
男
と
し
て
誕
生
︒
幼
名
峻
麿
︒

明
治
18
年︵
一
八
八
五
︶
10
歳

12
月
得
度
式
を
厳
修
し
︑
鏡
如
光
瑞
と
称
す
︒

明
治
19
年︵
一
八
八
六
︶
11
歳

6
月
学
習
院
に
入
学
︒

明
治
23
年︵
一
八
九
〇
︶
15
歳

1
月
共
立
学
校
に
入
学
︒

明
治
31
年︵
一
八
九
八
︶
23
歳

1
月
西
本
願
寺
鴻
之
間
に
て
九
條
籌
子
と
婚
儀

を
挙
げ
る
︒

明
治
32
年︵
一
八
九
九
︶
24
歳

1
月
清
国
へ
外
遊
︒

12
月
イ
ン
ド
仏
蹟
巡
拝
と
欧
州
留
学
へ
︒

明
治
35
年︵
一
九
〇
二
︶
27
歳

8
月
第
一
次
大
谷
探
検
隊
ロ
ン
ド
ン
出
発
︒

明
治
36
年︵
一
九
〇
三
︶
28
歳

1
月
明
如
宗
主
遷
化
に
よ
り
第
22
世
鏡
如
宗
主

と
な
る
︒

須
磨
月
見
山
別
邸
竣
工
︒

明
治
37
年︵
一
九
〇
四
︶
29
歳

1
月
日
露
開
戦
を
察
し
西
本
願
寺
に
臨
時
部
を

設
置
︒

明
治
41
年︵
一
九
〇
八
︶
33
歳

第
二
次
大
谷
探
検
隊
出
発
︒

明
治
42
年︵
一
九
〇
九
︶
34
歳

9
月
二
楽
荘
竣
工
︒

明
治
43
年︵
一
九
一
〇
︶
35
歳

第
三
次
大
谷
探
検
隊
出
発
︒

明
治
44
年︵
一
九
一
一
︶
36
歳

1
月
籌
子
裏
方
往
生︵
享
年
30
歳
︶︒

3
月
宗
祖
親
鸞
聖
人
六
五
〇
回
大
遠
忌
法
要
厳

修
︒

明
治
45
年︵
一
九
一
二
︶
37
歳

1
月
真
宗
信
徒
生
命
保
険
株
式
会
社
社
屋︵
本

願
寺
伝
道
院
︶竣
工
︒

大
正
3
年︵
一
九
一
四
︶
39
歳

5
月
西
本
願
寺
住
職
︑西
本
願
寺
管
長
を
辞
任
︒

11
月
外
遊
の
途
に
つ
く
︒

大
正
5
年︵
一
九
一
六
︶
41
歳

8
月
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
て
ゴ
ム
の
栽
培
を
始
め
る
︒

大
正
6
年︵
一
九
一
七
︶
42
歳

2
月
ジ
ャ
ワ
島
に
て
蘭
領
印
度
農
林
工
業
株
式

会
社
を
設
立
︒

大
正
7
年︵
一
九
一
八
︶
43
歳

旅
順
大
谷
邸︵
策
進
書
院
︶に
て
大
谷
学
生
を
育

成
︒

セ
レ
ベ
ス
島︵
耕
雲
山
荘
︶に
て
コ
ー
ヒ
ー
園
を

経
営
︒

大
正
11
年︵
一
九
二
二
︶
47
歳

1
月
上
海
無
憂
園
竣
工
︒
雑
誌﹃
大
乗
﹄創
刊
︒

大
正
13
年︵
一
九
二
四
︶
49
歳

ジ
ャ
ワ
島
に
て
シ
ト
ロ
ネ
ラ
栽
培︵
環
翠
山
荘
︶

を
始
め
る
︒

大
正
14
年︵
一
九
二
五
︶
50
歳

上
海
郊
外
に
新
無
憂
園
を
新
築
︒

養
蚕
の
桑
樹
を
植
樹
︒

昭
和
元
年︵
一
九
二
六
︶
51
歳

ト
ル
コ
に
て
絹
織
物
︑染
織
︑
バ
ラ
園
を
経
営
︒

昭
和
2
年︵
一
九
二
七
︶
52
歳

大
観
荘︵
パ
ノ
ラ
マ
農
園
︶購
入
︒

昭
和
4
年︵
一
九
二
九
︶
54
歳

中
国
古
陶
磁
窯
の
調
査
開
始
︒

昭
和
5
年︵
一
九
三
〇
︶
55
歳

6
月
光
瑞
会
を
設
立
︒

昭
和
6
年︵
一
九
三
一
︶
56
歳

2
月﹃
食
﹄刊
行
︒

5
月
上
海
別
院
竣
工
︒

昭
和
7
年︵
一
九
三
二
︶
57
歳

4
月﹃
支
那
古
陶
瓷
﹄刊
行
︒

昭
和
9
年︵
一
九
三
四
︶
59
歳

7
月
築
地
本
願
寺
本
堂
竣
工
︒

10
月
大
連
浴
日
荘
竣
工
︒

12
月﹃
大
谷
光
瑞
全
集
﹄刊
行
開
始
︒

昭
和
10
年︵
一
九
三
五
︶
60
歳

10
月﹃
台
湾
島
之
現
在
﹄刊
行
︒

昭
和
11
年︵
一
九
三
六
︶
61
歳

9
月﹃
光
瑞
縦
横
談
﹄刊
行
︒

昭
和
14
年︵
一
九
三
九
︶
64
歳

6
月﹃
大
谷
光
瑞
興
亜
計
画
﹄刊
行
開
始
︒

昭
和
15
年︵
一
九
四
〇
︶
65
歳

11
月
高
雄
逍
遥
園
竣
工
︒

11
月﹃
蘭
領
印
度
地
誌
﹄刊
行
︒

昭
和
17
年︵
一
九
四
二
︶
67
歳

9
月﹃
熱
帯
農
業
﹄刊
行
︒

昭
和
19
年︵
一
九
四
四
︶
69
歳

12
月
内
閣
顧
問
就
任
︒

昭
和
22
年︵
一
九
四
七
︶
72
歳

2
月
大
連
か
ら
帰
国
︒

別
府
市
亀
川
国
立
病
院
へ
入
院
︒
同
市
鉄
輪
別

邸
に
移
る
︒

﹁
観
光
都
市
建
設
私
案
﹂草
稿
︒

昭
和
23
年︵
一
九
四
八
︶
73
歳

10
月
5
日
17
時
45
分
︑
鉄
輪
別
邸
に
て
遷
化
︒

11
月
8
日
大
谷
本
廟
に
て
葬
儀
︒

昭
和
25
年︵
一
九
五
〇
︶

別
府
市
大
谷
公
園
に
石
碑﹁
光
瑞
上
人
遷
化
之

處
﹂建
立
︒

昭
和
29
年︵
一
九
五
四
︶

10
月
鏡
如
宗
主
七
回
忌
法
要
︒
以
降
回
忌
法
要

厳
修
︒

10
月
龍
谷
大
学
大
宮
図
書
館
に
て﹁
鏡
如
上
人

鑽
仰
展
﹂開
催
︒

平
成
10
年︵
一
九
九
八
︶

3
月
大
谷
光
瑞
没
後
50
周
年
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム﹁
大
谷
光
瑞
師
と
中
央
ア
ジ
ア
探
検
﹂開
催

︵
別
府
︑
大
谷
記
念
館
主
催
︶︒

平
成
21
年︵
二
〇
〇
九
︶

5
月
大
谷
光
瑞
没
後
60
周
年
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム﹁
近
代
東
ア
ジ
ア
の
人
的
交
流　
光
瑞
上
人
を

支
え
た
人
々
﹂開
催

︵
京
都
︑
大
谷
記
念
館
主
催
︶︒

大
谷
光
瑞
略
年
譜

大分県別府市鉄輪の大谷公園内にある石碑「光瑞上人遷化之處」と大谷探検隊顕彰碑



8

鏡如宗主肖像写真　36歳（明治44年）　『遠忌大観』



一
　
鏡
如
宗
主
の
宗
祖
親
鸞
聖
人
六
五
〇
回
大
遠
忌
法
要

西
本
願
寺
に
お
い
て
五
十
年
に
一
度
︑
宗
祖
親
鸞
聖
人
の
遺
徳
を
偲
び
︑
報
恩
の
思
い
を
表
す
大
規
模
な
法
要
が
勤

め
ら
れ
る
︒
こ
れ
を﹁
大
遠
忌
﹂
と
称
し
︑
鏡
如
宗
主
の
時
に
六
五
〇
回
大
遠
忌
法
要
が
厳
修
さ
れ
た
︒
明
治
四
十
四
年

︵
一
九
一
一
︶に
修
行
さ
れ
た
こ
の
法
要
は
︑
西
本
願
寺
史
上
空
前
の
規
模
と
な
り
︑
総
参
拝
者
数
一
〇
〇
万
人
を
越
え
る

も
の
と
な
っ
た
︒
参
拝
者
の
受
け
入
れ
に
あ
た
っ
て
は
︑阿
弥
陀
堂
か
ら
御
影
堂
を
取
り
囲
む
よ
う
に
掛か
け

出だ
し

が
設
け
ら
れ
︑

堂
内
収
容
人
員
二
万
五
〇
〇
〇
人
に
達
し
た
︒
ま
た
境
内
に
は
集
会
所
や
団
体
参
拝
事
務
所
︑茶
所
に
新
聞
記
者
の
詰
所
︑

太
鼓
楼
に
京
都
免
疫
官
と
警
察
官
幹
部
出
張
所
︑
門
前
広
場
に
は
仮
設
郵
便
局
︑
救
護
所
な
ど
が
設
け
ら
れ
た
︒
さ
ら
に

鉄
道
院
と
連
携
し
て
団
体
参
拝
者
専
用
の
臨
時
乗
降
駅﹁
梅
小
路
停
車
場
﹂︵
現
京
都
鉄
道
博
物
館
付
近
︶が
建
設
さ
れ
た
︒

こ
の
大
遠
忌
法
要
の
成
功
は
︑
宗
主
を
頂
点
と
す
る
近
代
教
団
の
組
織
化
の
一
つ
の
到
達
点
で
あ
っ
た
︒
そ
こ
に
は
︑

宗
主
の
仏
教
の
大
慈
悲
を
伝
え
る
布
教
伝
道
の
強
い
思
い
が
あ
っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
︒
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﹃
宗し

ゅ
う

祖そ

大た
い

師し

六
百
五
十
回か

い

大だ
い

遠お
ん

忌き

紀き

念ね
ん

帖ち
ょ
う﹄

体
裁
は
Ｂ
四
横
版
変
形
で
あ
る
︒
大
谷
光
瑞
と
大
谷
光
明
の﹁
法
水
流

遠
﹂
と
題
す
る
漢
詩
を
巻
頭
写
真
に
組
み
︑
法
要
風
景︵
四
十
四
葉
︶︑
日

本
と
海
外
の
別
院
︑
仏
教
大
学︵
現
龍
谷
大
学
︶︑
旧
制
平
安
中
学
校︵
現

龍
谷
大
学
付
属
平
安
中
学
校
・
高
等
学
校
︶
の
建
物
写
真
で
編
集
さ
れ
て

い
る
︒
一
頁
内
で
の
写
真
配
置
は
一
葉
︑
二
葉
︑
四
葉
に
分
か
れ
て
構
成

さ
れ
︑
図
版
間
に
挿
入
さ
れ
た
グ
ラ
シ
ン
紙︵
パ
ラ
フ
ィ
ン
紙
︶
に
写
真

キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
が
記
さ
れ
て
い
る
︒
奥
付
に
非
売
品
と
記
さ
れ
︑
来
賓
者

へ
の
土
産
用
と
し
て
配
布
さ
れ
た
写
真
帖
と
考
え
ら
れ
る
︒
著
作
兼
発
行

人
は
大お
お

八や

木ぎ

大だ
い

行ぎ
ょ
うで
あ
る
︒
大
八
木
は
明
治
三
十
五
年
に
本
願
寺
枢
密
部

に
属
し
︑
重
要
文
書
の
記
録
や﹁
本
山
録
事
﹂
な
ど
の
編
纂
に
関
わ
っ
て

い
た
︒ 

︵
和
田
︶

明
治
四
十
四
年（
一
九
一
一
）十
月
十
五
日

紙
本
冊
子

縦
二
六・六
×
横
三
七・七



11

団体参拝者に面接する鏡如宗主

掛出を通過する鏡如宗主

西本願寺門前の様子

境内の様子

帰還団体参拝者の梅小路駅の様子

京阪電車から降りる団体参拝者

旧仏教大学門前に集合する団体参拝者

旧制平安中学校運動場の大天幕
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﹃
大だ

い

遠お
ん

忌き

写し
ゃ

真し
ん

帖ち
ょ
う﹄

冊
子
は
Ａ
四
横
版
で
︑
巻
頭
図
版
に
大お
お

谷た
に

尊そ
ん

由ゆ
う︵

積せ
き

徳と
く

院い
ん

︶
の
書﹁
法
水

流
遠
﹂
を
含
め
︑
四
十
八
葉
の
写
真
図
版
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
宗
祖
親

鸞
聖
人
六
五
〇
回
大
遠
忌
法
要
の
記
念
写
真
帖
で
あ
る
︒
堂
内
の
法
要
風

景
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
︑
境
内
に
設
置
さ
れ
た
仮
設
建
物
や
群
集
の
様

子
︑
そ
し
て
富
山
県
高
岡
か
ら
寄
進
さ
れ
た
重
さ
六
十
キ
ロ
も
あ
る
金
地

菊
文
様
の
大
蠟
燭
や
二
楽
荘
で
栽
培
さ
れ
た
花
卉
類
の
写
真
も
掲
載
さ
れ

て
い
る
︒
こ
れ
ら
の
写
真
は﹃
遠
忌
大
観
﹄
に
解
説
付
き
で
再
録
さ
れ
て

い
る
︒
発
行
所
は
大
遠
忌
法
要
に
伴
っ
て
特
設
さ
れ
た
大
遠
忌
日
報
社
で

あ
る
︒
こ
の
社
は
︑
法
要
の
本
願
寺
各
部
署
の
連
絡
や
法
要
の
各
般
の
事

項
を
漏
れ
な
く
集
約
し
︑
日
刊
紙﹃
大
遠
忌
日
報
﹄を
発
刊
し
た
︒

 

︵
和
田
︶

明
治
四
十
四
年（
一
九
一
一
）四
月
七
日

紙
本
冊
子

縦
一
八・五
×
横
二
五・四
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掛出前の様子

参拝者に対して面接する大谷光明裏方（大谷紝子）

梅小路駅の団体参拝者

梅小路駅から六条へ向かう団体参拝者

門前広場に建つ真宗信徒生命保険株式会社設置の救護所

門前広場における仏教大学学生の天幕伝道

御影堂前の掛出建設の様子

仏教大学講堂（現龍谷大学大宮学舎本館）で挨拶する九條武子
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﹃
遠お

ん

忌き

大た
い

観か
ん

﹄

黒
衣
輪
袈
裟
着
用
の
鏡
如
宗
主
の
肖
像
写
真

を
巻
頭
図
版
に
組
み
︑﹁
西
本
願
寺
遠
忌
史
﹂と

﹁
東
本
願
寺
遠
忌
史
﹂に
分
け
ら
れ
Ｂ
五
縦
版
で

構
成
さ
れ
て
い
る
︒
大
遠
忌
法
要
の
準
備
か
ら

詳
細
な
解
説
で
綴
ら
れ
︑
法
要
に
関
連
し
た
僧

侶
の
肖
像
写
真
も
多
数
掲
載
さ
れ
て
い
る
︒
ま

た
︑
法
要
時
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
的
な
コ
ラ
ム
が
挿

入
さ
れ
て
い
る
︒
例
え
ば
法
要
に
参
拝
し
た
外

国
人
が﹁
一
萬
の
群
集
が
一
堂
に
集
会
し
︑
而

も
静
粛
な
る
に
は
最
も
感
嘆
し
︑
世
界
一
の
光

景
な
る
べ
し
と
激
賞
せ
り
﹂と
述
べ
た
こ
と
や
︑

書
院
に
あ
る
狩
野
派
の
描
い
た
襖
絵
に
賽
銭
を

投
げ
る
参
拝
者
が
お
り
︑
監
視
の
僧
侶
が﹁
嗚

呼
常
識
を
以
て
判
断
す
べ
か
ら
ず
﹂
と
大
声
で

叫
ん
だ
こ
と
も
あ
っ
た
︒
発
行
所
は
中
外
日
報

社
で
特
製
三
円
︑
上
製
二
円
六
十
銭
で
販
売
さ

れ
た
︒ 

︵
和
田
︶

明
治
四
十
四
年（
一
九
一
一
）十
一
月
十
日

紙
本
冊
子

縦
二
六・七
×
横
一
九・〇

志し

田だ

焼や
き

の
寄き

進し
ん

火ひ

鉢ば
ち

こ
の
円
筒
形
火
鉢
は
︑
明
治
四
十
四
年

︵
一
九
一
一
︶に
厳
修
さ
れ
た
宗
祖
親
鸞
聖

人
六
五
〇
回
大
遠
忌
法
要
に
伴
い
寄
進
さ

れ
た
志
田
焼
の
磁
器
で
あ
る
︒
志
田
焼

は
︑
十
八
世
紀
に
天
草
陶
石
を
使
っ
た
磁

器
の
生
産
が
︑
現
在
の
佐
賀
県
嬉
野
市
塩

田
町
周
辺
で
始
め
ら
れ
た
︒
高
級
磁
器
を

生
産
す
る
有
田
地
区
に
対
し
て
︑
志
田
焼

は
大
衆
向
け
の
日
用
雑
器
を
大
量
に
生
産

す
る
窯
場
し
て
発
展
し
た
︒
さ
ら
に
幕
末

に
は
︑
肥
前
磁
器
に
お
け
る
志
田
焼
の
染

付
の
占
め
る
割
合
が
半
数
近
く
あ
っ
た
と

言
う
︒
火
鉢
は
段
状
に
成
型
さ
れ
︑
上
段

に
は
下
り
藤
と
蓮
文
が
巡
ら
さ
れ
︑
段
の

凹
部
に
龍
文
が
描
き
込
ま
れ
て
い
る
︒
ま

た
︑
上
段
に
は﹁
肥
前
国
武
雄
町 

正
法
寺

門
徒 

肥
前
国
志
田
西
山　

寄
進
者 

製
造

人 

鶴
鹿
太
郎
﹂と
記
さ
れ
︑
寄
進
品
と
し

て
一
〇
〇
口
が
生
産
さ
れ
た
︒ 

︵
和
田
︶

明
治
時
代

磁
器

直
径
二
二・〇
×
高
さ
二
五・三

個
人
蔵



二
　
大
谷
光
瑞
の
建
物

大
谷
光
瑞
は
生
涯
多
く
の
建
築
物
を
考
案
し
設
計
し
た
︒
二
楽
荘
本
館
が
焼
失
し
た
時
︑
記
者
に
対
し
て
光
瑞
は﹁
住

宅
は
住
む
人
が
設
計
す
べ
し
と
言
う
私
の
主
義
か
ら
︑
全
部
私
が
設
計
し
た
建
物
で
す
︒
建
て
る
前
は
楽
し
み
で
︑
一
年

も
す
る
と
何
の
愛
着
も
感
じ
な
く
な
る
よ
う
な
︑
私
の
性
分
と
し
て
古
い
こ
と
は
よ
く
覚
え
て
い
ま
せ
ん
﹂
と
コ
メ
ン
ト

を
残
し
て
い
る
︒
光
瑞
の
建
築
に
対
す
る
こ
だ
わ
り
を
感
じ
さ
せ
る
言
葉
で
あ
る
︒
近
年
︑
光
瑞
が
関
連
し
た
建
物
の
う

ち
︑
現
存
す
る
真
宗
信
徒
生
命
保
険
株
式
会
社
社
屋︵
現
本
願
寺
伝
道
院
︶︑
築
地
本
願
寺
本
堂
︑
台
湾
高
雄
の
逍
遥
園
を

建
築
学
の
視
点
か
ら
検
討
を
加
え
る
試
み
も
な
さ
れ
て
い
る
︒
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大
谷
光
瑞
は
︑
生
活
環
境
に
恵
ま
れ
た
神
戸
須す

磨ま

の
地

︵
現
神
戸
市
須
磨
区 

神
戸
市
立
須
磨
離
宮
公
園
︶
に
︑
敷

地
面
積
三
万
坪
に
及
ぶ
広
大
な
別
荘
︑
須
磨
月
見
山
別
邸

を
明
治
三
十
六
年︵
一
九
〇
三
︶に
建
築
す
る
︒
こ
の
地
で

大
谷
探
検
隊
が
日
本
へ
も
た
ら
し
た
資
料
の
︑
本
格
的
な

整
理
や
研
究
が
初
め
て
展
開
さ
れ
た
︒
そ
し
て
︑
光
瑞
を

中
心
に
︑
総
勢
約
二
十
数
名
の
精
鋭
が
こ
の
活
動
に
従
事

し
た
︒
敷
地
に
は
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
や
調
馬
場
が
整
備
さ
れ

て
い
た
︒
ま
た
︑
果
樹
園
や
温
室
が
設
置
さ
れ
た
こ
と
か

ら
︑
園
芸
に
関
連
す
る
研
究
も
行
わ
れ
て
い
た
と
考
え
ら

れ
る
︒
し
か
し
︑
明
治
四
十
年
︑
こ
の
地
は
明
治
天
皇
の

別
荘
地︵
武
庫
離
宮
︶
と
し
て
活
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
︑

用
地
を
宮
内
省
に
売
却
し
た
た
め
︑
実
質
の
活
動
期
間
は

数
年
と
い
う
短
命
で
あ
っ
た
︒ 

︵
和
田
︶

月つ
き

見み

山や
ま

別べ
っ

邸て
い

月つ
き

見み

山や
ま

別べ
っ

邸て
い

絵え

葉は

書が
き

光
村
合
資
会
社︵
現
光
村
印
刷
株
式
会
社
︶神

戸
支
店
発
行
の﹁
本
願
寺
須
磨
月
見
山
別
邸
﹂

絵
葉
書︵
現
在
十
一
種
類
を
確
認
︶に
は
︑
月
見

山
別
邸
の
各
建
物
や
付
属
施
設
が
構
図
と
し
て

組
ま
れ
て
い
る
︒
別
邸
の
中
心
施
設
が
写
り
込

ん
で
い
る﹁
庭
園
之
全
景
﹂
に
は
︑
池
の
掘
削

土
を
利
用
し
高
台
が
整
形
さ
れ
︑
和
館
四
棟
と

洋
館
一
棟
が
配
置
さ
れ
て
い
る
︒
ま
た
︑
写
真

に
は
架
線
柱
が
見
ら
れ
︑
電
話
や
電
灯
の
設
備

が
あ
っ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
︒
別
邸
の
あ
っ

た
須
磨
町
で
電
灯
が
供
給
さ
れ
た
の
は
明
治

三
十
五
年︵
一
九
〇
二
︶九
月
︑
電
話
交
換
業
務

が
開
始
さ
れ
た
の
は
明
治
三
十
七
年
の
こ
と
で

あ
り
︑
早
い
段
階
か
ら
生
活
関
連
の
機
器
を
完

備
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
︒

須
磨
周
辺
は
良
好
な
自
然
環
境
か
ら
景
勝
地

と
し
て
有
名
で
︑
保
養
地
や
別
荘
と
し
て
発
展

し
︑
須
磨
寺
や
須
磨
遊
園
地
等
も
あ
っ
た
︒
そ

の
た
め
観
光
者
向
け
に﹁
須
磨
名
所
﹂
と
し
て

多
く
の
絵
葉
書
が
発
行
さ
れ
た
︒
そ
の
中
に
は

須
磨
月
見
山
別
邸
の
構
図
も
確
認
さ
れ
て
い

る
︒ 

︵
和
田
︶

明
治
時
代

紙
本

縦
九・〇
×
横
一
四・一

個
人
蔵
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建
築
家
︑
伊い

東と
う

忠ち
ゅ
う

太た

が
自
ら
現
地
を
訪
れ﹁
本
邦
無
二
の
珍
建

築
﹂
と
称
し
︑
当
時
の
紙
面
に
は﹁
建
築
界
の
異
彩
﹂
と
も
記
さ
れ

た
二
楽
荘
は
︑
明
治
四
十
二
年︵
一
九
〇
九
︶夏
︑
兵
庫
県
武む

庫こ

郡

本
山
村
岡
本︵
現
神
戸
市
東
灘
区
︶の
六
甲
山
麓
に
そ
の
全
貌
を
現

し
た
︒

日
本
初
と
も
言
わ
れ
る
蒸
気
式
の
ケ
ー
ブ
ル
カ
ー
で
山
腹
に
登

る
と
︑
そ
こ
に
は
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
で
あ
る
二
楽
荘
本
館
が
あ
る
︒

本
館
は
イ
ン
ド
の
タ
ー
ジ
・
マ
ハ
ル
を
模
し
た
と
言
わ
れ
る
建
物

で
︑
館
内
に
は
各
国
の
名
前
が
付
け
ら
れ
た
部
屋
と
調
度
品
が
配

置
さ
れ
て
い
た
︒
大
谷
光
瑞
の
壮
大
な
構
想
を
理
解
す
る
の
に
ふ

さ
わ
し
い
建
物
で
あ
る
︒

さ
ら
に
︑
荘
内
に
は
武む

庫こ

仏ぶ
っ

教き
ょ
う

中ち
ゅ
う

学が
く

︑
園
芸
部
︑
私
設
六
甲
山

測
候
所
︑
出
版
部
︑
印
刷
部
な
ど
が
設
置
さ
れ
︑
多
く
の
事
業
が

展
開
し
て
い
た
︒
ま
た
︑
大
谷
探
検
隊
に
よ
る
将
来
品
の
整
理
研

究
︑
展
示
も
行
わ
れ
て
い
た
︒
ま
さ
に
二
楽
荘
は
総
合
学
術
研
究

機
関
と
言
え
よ
う
︒ 

︵
和
田
︶

二に

楽ら
く

荘そ
う

二楽荘本館とテニスコート（『二楽荘写真帖』明治45年版）
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﹃
建け

ん

築ち
く

工こ
う

芸げ
い

叢そ
う

誌し

﹄第
二
十
冊（
復
刻
版
）

冊
子
に
は﹁
二
楽
荘
の
建
築
﹂︵
東
京
帝
国
大
学
工
科
大
学
教
授
・
伊い

東と
う

忠ち
ゅ
う

太た

記
︶
と﹁
二
楽
荘
建
築
工
事
概
要
﹂︵
西
本
願
寺
技
師
・
鵜う

飼か
い

長ち
ょ
う

三ざ
ぶ

郎ろ
う

記
︶
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
︒
伊
東
は
二
楽
荘
が﹁
大
谷
伯
の
創
意
と
鵜
飼

氏
の
設
計
監
督
と
に
由
て
完
成
せ
る
﹂
と
述
べ
︑
そ
の
建
築
を﹁
本
邦
無

二
の
珍
建
築
﹂
と
評
し
て
い
る
︒
伊
東
は
二
楽
荘
建
築
に
︑
鵜
飼
の
希
望

に
よ
り
助
言
者
と
し
て
関
与
し
︑
伊
東
の
残
し
た
調
査
日
記︵﹃
野
帳
﹄︶に

は
︑
伊
東
が
二
楽
荘
に
訪
問
し
た
記
載
が
あ
る
︒

一
方
︑
鵜
飼
の
報
告
は
︑
二
楽
荘
本
館
の
建
築
概
要
が
専
門
的
か
つ
詳

細
に
記
さ
れ
︑
二
楽
荘
建
築
に
関
す
る
重
要
な
記
録
で
あ
る
︒
特
に
本
館

壁
内
に
は
防
寒
︑
避
暑
等
の
目
的
で
籾も
み

殻が
ら

を
充
塡
し
て
い
た
記
載
や
︑
外

壁
表
面
に
は
縦
横
網
型
に
電
導
線
を
配
し
︑
建
物
側
壁
に
嵌
め
込
ま
れ
た

鉄
板
に
接
続
し
︑
電
流
を
地
中
に
流
す
よ
う
な
設
備
記
録
が
見
ら
れ
︑
落

雷
に
よ
る
種
々
の
被
害
を
避
け
る
工
夫
が
取
ら
れ
て
い
る
︒

冊
子
の
挿
図
写
真
は
コ
ロ
タ
イ
プ
版
で
解
像
度
が
高
い
︒
そ
の
た
め

﹁
支
那
室
﹂︑﹁
英
国
エ
リ
ザ
ベ
ス
朝
式
食
堂
﹂︵﹁
英
国
封
建
時
代
室
﹂︶︑﹁
印

度
式
居
室
﹂︵﹁
印
度
室
﹂︶
に
写
り
込
ん
だ
︑
大
谷
探
検
隊
将
来
品
の
資
料

の
比
定
も
進
め
ら
れ
て
い
る
︒ 

︵
和
田
︶

大
正
二
年（
一
九
一
三
）九
月
十
五
日

紙
本
冊
子

縦
三
七・二
×
横
二
六・二
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﹃
二に

楽ら
く

荘そ
う

写し
ゃ

真し
ん

帖ち
ょ
う﹄（

上
段
）

二
楽
荘
の
竣
工
及
び
武む

庫こ

中ち
ゅ
う

学が
く︵
後
武む

庫こ

仏ぶ
っ

教き
ょ
う

中ち
ゅ
う

学が
く

︶
の
開
校
を
記
念
し
て
作
成
さ
れ
た
コ
ロ
タ
イ
プ

版
の
写
真
帖
で
あ
る
︒
書
名
は
記
さ
れ
て
い
な
い
が
︑龍
谷
大
学
図
書
館
蔵
版︵
上う
え

原は
ら

芳よ
し

太た

郎ろ
う

寄
贈
︶に
は
︑

添
付
さ
れ
た
縦
罫
線
入
り
用
箋
に﹁
二
楽
荘
写
真
帖
﹂︵
上
原
直
筆
︶
と
記
さ
れ
て
い
る
︒
写
真
帖
は
︑
Ｂ

四
横
版
変
形
で
︑二
楽
荘
本
館
や
武
庫
中
学
関
連
の
写
真
が
五
十
葉
組
ま
れ
︑各
写
真
に
は
︑
キ
ャ
プ
シ
ョ

ン
が
記
さ
れ
た
グ
ラ
シ
ン
紙︵
パ
ラ
フ
ィ
ン
紙
︶が
掛
け
ら
れ
て
い
る
︒
竣
工
当
時
の
二
楽
荘
内
の
施
設
の

様
子
を
知
る
重
要
な
写
真
帖
で
あ
る
︒
ま
た
︑
二
楽
荘
か
ら
眼
下
を
見
下
ろ
す
遠
景
写
真
に
は
︑
田
畑
の

広
が
る
阪
神
間
の
景
観
が
写
り
込
み
︑
二
楽
荘
周
辺
の
写
真
に
は
水
車
産
業
を
窺
わ
せ
る
水
車
場
が
見
ら

れ
︑
明
治
末
期
の
阪
神
間
の
状
況
を
知
る
上
で
も
貴
重
な
資
料
と
言
え
る
︒
表
紙
に
は
二
楽
荘
本
館
夜
景

と
海
に
浮
か
ぶ
ヨ
ッ
ト
の
デ
ザ
イ
ン
が
箔
押
し
さ
れ
て
い
る
︒
発
行
所
は
原
色
版
印
刷
を
完
成
さ
せ
た
光

村
印
刷
株
式
会
社
で
あ
る
︒ 

︵
和
田
︶

明
治
四
十
五
年（
一
九
一
二
）三
月
十
五
日

紙
本
冊
子

縦
二
七・〇
×
横
三
七・八

﹃
二に

楽ら
く

荘そ
う

写し
ゃ

真し
ん

帖ち
ょ
う﹄（

下
段
）

Ａ
五
横
版
で
奥
付
は
見
ら
れ
な
い
が
︑
濃
灰
色
の
表
紙
に
銀
文
字
で﹁
二
楽
荘
写
真
帖
﹂
と
記
さ
れ
て

い
る
︒
こ
の
写
真
帖
に
は
︑
三
十
頁
︑
三
十
九
葉
の
写
真
が
納
め
ら
れ
て
い
る
︒
写
真
は
す
べ
て
二
楽

荘
内
に
設
置
さ
れ
た
武
庫
仏
教
中
学︵
旧
武
庫
中
学
︶に
関
連
す
る
も
の
で
︑
文
部
省
認
可
の
仏
教
中
学
と

し
て
大
正
二
年︵
一
九
一
三
︶に
新
設
し
た
武
庫
仏
教
中
学
の
開
校
を
記
念
し
て
作
成
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ

る
︒
こ
の
写
真
帖
に
は
︑
武
庫
仏
教
中
学
の
教
室
︑
寄
宿
舎
︑
水
浴
場
︑
食
堂
︑
図
書
室
︑
博
物
標
本
室
︑

薬
局
な
ど
の
諸
施
設
が
見
ら
れ
る
︒
ま
た
︑
明
治
四
十
五
年
版﹃
二
楽
荘
写
真
帖
﹄
に
は
見
ら
れ
な
か
っ

た
六
甲
山
測
候
所
︑
印
刷
所
︑
牧
場
も
構
図
と
し
て
組
ま
れ
て
お
り
︑
二
楽
荘
内
の
諸
活
動
を
知
る
上
で

重
要
な
資
料
で
あ
る
︒
な
お
︑
こ
の
写
真
帖
は
二
楽
荘
印
刷
所
で
製
版
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
︒ ︵
和
田
︶

大
正
二
年（
一
九
一
三
）

紙
本
冊
子

縦
一
五・二
×
横
二
二・二

個
人
蔵
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﹃
二
楽
荘
写
真
帖
﹄（
明
治
45
年
版
）一
部

﹃
二
楽
荘
写
真
帖
﹄（
大
正
２
年
版
）一
部

二楽荘遠望

二楽荘全景

武庫仏教中学の運動場

含秀居

本館アラビア室

本館前庭

武庫仏教中学事務所

二楽荘園芸部牧場
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二に

楽ら
く

荘そ
う

絵え

葉は

書が
き

二
楽
荘
が
機
能
し
て
い
た
頃
︑
二
楽
荘

本
館
及
び
そ
の
付
属
施
設
や
大
谷
探
検
隊

将
来
品
︑
武む

庫こ

仏ぶ
っ

教き
ょ
う

中ち
ゅ
う

学が
く

な
ど
を
構
図

と
し
た
多
く
の
絵
葉
書
が
発
行
さ
れ
た
︒

こ
れ
ら
の
絵
葉
書
は
︑
二
楽
荘
本
館
の
竣

工
記
念
と
し
て
外
部
に
発
注
し
た
も
の

や
︑
二
楽
荘
印
刷
所
で
製
版
さ
れ
た
も
の

も
あ
る
︒
現
在
確
認
で
き
る
二
楽
荘
関
連

の
絵
葉
書
は
︑
版
式
︑
写
真
色
調
︑
表

面
の
和
文
題
字
︑
欧
文
題
字
︑
区
分
罫

線
︑
発
行
所
の
記
載
な
ど
か
ら
二
十
三
種

類
に
分
類
さ
れ
る
︒
版
式
は
︑
凸
版
︑
コ

ロ
タ
イ
プ
版
︑
原
色
版
の
三
種
類
が
み
ら

れ
る
︒
ま
た
︑
写
真
の
構
図
は
︑
二
楽
荘

関
連︵
二
十
四
種
類
︶︑
武
庫
仏
教
中
学
関

連︵
九
種
類
︶︑
将
来
品
関
連︵
十
四
種
類
︶

の
三
項
目
に
区
分
で
き
る
︒
中
に
は
一
冊

の
絵
葉
書
帖︵
七
枚
組
︶を
構
成
し
て
い
た

と
考
え
ら
れ
る
資
料
も
あ
る
︒
特
に
原
色

版
の
絵
葉
書
は
四
種
類︵
袋
含
む
︶確
認
で

き
︑
二
楽
荘
本
館
各
部
屋
の
彩
色
復
元
に

迫
る
こ
と
の
で
き
る
資
料
と
言
え
る
︒

 

︵
和
田
︶

明
治
〜
大
正
時
代

紙
本

各
縦
九・〇
×
横
一
四・一

個
人
蔵

二に

楽ら
く

荘そ
う

建け
ん

築ち
く

部ぶ

材ざ
い（

煉れ
ん

瓦が

）

二
楽
荘
内
の
建
物
に
は
︑
そ
の
基
底
部
や
壁

体
な
ど
に
多
く
の
煉
瓦
が
使
用
さ
れ
て
い
た
︒

二
楽
荘
本
館
を
建
て
る
時
に
も
︑
駄
賃
代
わ
り

に
学
童
が
煉
瓦
を
麓ふ
も
と
か
ら
運
ぶ
様
子
が
当
時
の

新
聞
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
︒

二
楽
荘
内
の
施
設
が
建
て
ら
れ
た
時
期
に
︑

近
畿
地
方
で
操
業
し
て
い
た
煉
瓦
製
造
会
社
は

大
阪
窯
業
株
式
会
社
︑
岸
和
田
煉
瓦
株
式
会

社
︑
堺
煉
瓦
株
式
会
社
︑
日
本
煉
瓦
株
式
会
社

な
ど
で
あ
り
︑
大
阪
を
中
心
に
稼
働
し
て
い

た
︒
二
楽
荘
周
辺
か
ら
︑
か
つ
て
採
集
さ
れ
た

煉
瓦
片
を
見
る
と
︑
刻
印
が
押
印
さ
れ
て
い
る

資
料
が
あ
る
︒
こ
の
刻
印
か
ら
︑
二
楽
荘
で
使

用
さ
れ
た
煉
瓦
は
︑
大
阪
方
面
を
中
心
に
複
数

の
煉
瓦
会
社
か
ら
供
給
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
分

か
る
︒
な
お
︑
こ
の
煉
瓦
は
︑
か
つ
て
二
楽
荘

本
館
付
近
か
ら
採
集
さ
れ
︑
二
楽
荘
本
館
の
法

量
復
元
の
一
助
と
な
っ
た
資
料
で
あ
る
︒

 

︵
和
田
︶

明
治
時
代

陶
質

縦
一
〇・九
×
横
一
二・三
×
高
さ
五・七

個
人
蔵
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宗
祖
親
鸞
聖
人
六
五
〇
回
大
遠
忌
法
要
を
記
念
し
て
鏡
如
宗
主
の
依

頼
に
よ
り
︑
当
時
の
東
京
帝
国
大
学
教
授
の
伊い

東と
う

忠ち
ゅ
う

太た

が
設
計
し
︑
明

治
四
十
五
年︵
一
九
一
二
︶に
真
宗
信
徒
生
命
保
険
株
式
会
社
の
社
屋
と

し
て
新
築
さ
れ
た
︒
建
築
技
師
は
二
楽
荘
の
建
築
主
任
で
あ
っ
た
鵜う

飼か
い

長ち
ょ
う

三ざ
ぶ

郎ろ
う

で
あ
る
︒
外
観
は
総
煉
瓦
造
り
風
の
タ
イ
ル
張
り
︑
イ
ン
ド
・

サ
ラ
セ
ン
風
の
ド
ー
ム
屋
根
を
持
つ
八
角
堂
や
︑
周
囲
の
石
柵
に
は
架

空
の
珍
獣
が
彫
り
込
ま
れ
た
石
像
品
を
見
る
︒
屋
根
は
銅
板
葺
き
︑
屋

根
骨
組
み
は
木
造
︑
屋
根
の
装
飾
に
は
一
見
石
材
に
見
え
る
テ
ラ
コ
ッ

タ︵
装
飾
用
の
陶
器
︶を
用
い
て
い
る
︒

宗
主
辞
任
後
は
経
営
主
体
が
久く

原は
ら

房ふ
さ

之の

助す
け

に
移
り
︑
社
名
を
改
名
し

な
が
ら
︑
戦
後
は
京
福
電
鉄
本
社
や
関
西
電
力
も
︑
そ
の
一
部
を
使
用

し
た
︒
そ
し
て
︑
昭
和
三
十
三
年
四
月
か
ら
本
願
寺
布
教
研
究
所
の
施

設
と
し
て
利
用
さ
れ
︑
一
部
は
あ
そ
か
診
療
所
と
し
て
も
活
用
さ
れ

た
︒
昭
和
三
十
七
年︵
一
九
六
二
︶四
月
二
十
四
日
に
は
︑新
た
な
教
学
︑

伝
道
を
構
築
す
る
目
的
で﹁
伝
道
院
﹂
が
開
院
し
た
︒
そ
の
後
︑
昭
和

六
十
三
年︵
一
九
八
八
︶五
月
に
は
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
教
学
本
部︵
伝

道
院
︶
と
し
て
︑
京
都
市
指
定
有
形
文
化
財
に
指
定
さ
れ
︑
平
成
二
年

︵
一
九
九
〇
︶四
月
に
は
名
称
も
変
更
さ
れ
︑
現
在
の﹁
本
願
寺
伝
道
院
﹂

に
至
っ
た
︒

こ
の
建
築
は
︑
木
造
の
伝
統
を
進
化
さ
せ
て
石
材
や
鉄
材
で
造
る
と

い
う
伊
東
忠
太
の﹁
建
築
進
化
論
﹂
の
実
証
の
一
つ
で
あ
っ
た
︒
外
観

や
内
装
に
は
多
様
な
モ
チ
ー
フ
が
取
り
入
れ
ら
れ
︑
特
に
部
屋
の
床
や

天
井
は
︑
多
種
多
様
な
異
な
る
デ
ザ
イ
ン
で
仕
上
げ
ら
れ
て
い
る
︒

 

︵
和
田
︶

真し
ん

宗し
ゅ
う

信し
ん

徒と

生せ
い

命め
い

保ほ

険け
ん

株か
ぶ

式し
き

会が
い

社し
ゃ

社し
ゃ

屋お
く（

本ほ
ん

願が
ん

寺じ

伝で
ん

道ど
う

院い
ん

）

真し
ん

宗し
ゅ
う

信し
ん

徒と

生せ
い

命め
い

保ほ

険け
ん

株か
ぶ

式し
き

会が
い

社し
ゃ

社し
ゃ

屋お
く

絵え

葉は

書が
き

二
楽
荘
本
館
の
竣
工
式
を
終
え
た
二
ヵ
月
後
の
明
治
四
十
二
年︵
一
九
〇
九
︶十
一
月
か
ら
︑

真
宗
信
徒
生
命
保
険
株
式
会
社
社
屋
の
新
築
工
事
予
定
地
の
整
地
作
業
が
行
わ
れ
た
︒
そ
し

て
︑
翌
年
三
月
六
日
の
起
工
式
を
終
え
︑
本
格
的
な
建
築
工
事
が
着
工
さ
れ
た
︒
そ
の
後
︑
建

築
技
師
の
鵜う

飼か
い

長ち
ょ
う

三ざ
ぶ

郎ろ
う

は
︑
伊い

東と
う

忠ち
ゅ
う

太た

と
の
建
築
に
関
す
る
協
議
を
重
ね
る
中
︑
明
治
四
十
五

年︵
一
九
一
二
︶一
月
三
十
一
日
に
竣
工
式
を
終
え
︑
鏡
如
宗
主
︑
大お
お

谷た
に

尊そ
ん

由ゆ
う

執
行
長
の
臨
席
の

も
と
︑
落
成
式
が
四
月
一
日
に
挙
行
さ
れ
た
︒
そ
の
時
の
社
屋
前
の
様
子
は﹁
時
な
ら
ぬ
人
馬

往
来
の
賑
ひ
繁
く
社
前
は
市
を
も
為
さ
ん
ば
か
り
︑
殊
に
東
西
南
北
の
隣
町
は
我
社
の
徽
章
を

染
め
抜
き
た
る
小
旗
︑
紅
燈
に
て
戸
毎
の
軒
を
飾
ら
れ
た
れ
ば
一
層
の
美
観
を
呈
し
た
り
き
﹂

と
記
さ
れ
て
い
る
︒
こ
の
絵
葉
書
は
︑
落
成
記
念
に
配
布
さ
れ
た
も
の
で
︑
絵
葉
書
端
に
ミ
シ

ン
目
が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
︑
冊
子
仕
立
て
の
絵
葉
書
帖
の
一
葉
と
考
え
ら
れ
る
︒ 

︵
和
田
︶

明
治
四
十
五
年（
一
九
一
二
）四
月
一
日

紙
本

縦
九・二
×
横
一
四・五

個
人
蔵
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看か
ん

板ば
ん﹁

真し
ん

宗し
ゅ
う

信し
ん

徒と

生せ
い

命め
い

保ほ

険け
ん

株か
ぶ

式し
き

会が
い

社し
ゃ　

被ひ

保ほ

人に
ん

申も
う
し

込こ
み

所し
ょ

﹂

真
宗
信
徒
生
命
保
険
株
式
会
社
は
︑
鏡
如
宗
主
の
父
︑
明
如
宗
主︵
大

谷
光
尊
︶
の
時
代
︑
明
治
二
十
八
年︵
一
八
九
五
︶四
月
に
設
立
さ
れ
た
︒

経
営
に
は
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
の
門
信
徒
が
あ
た
り
︑
初
代
社
長
に
小
西

酒
造
の
当
主
で
あ
っ
た
小こ

西に
し

新し
ん
え
も
ん

右
衛
門
が
就
い
た
︒
ま
た
︑
監
査
役
に
は

伊い

藤と
う

忠ち
ゅ
う

財
閥
を
築
き
上
げ
た
伊い

藤と
う

忠ち
ゅ
う

兵べ

衛え

が
迎
え
ら
れ
た
︒
こ
の
看
板

は
︑
当
社
の
代
理
店
に
掲
げ
ら
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
︒
代
理
店
は
開

業
後
九
日
目
に
︑
早
く
も
大
阪
府
南
河
内
郡
高
鷲
村︵
現
羽
曳
野
市
︶に
代

理
店
が
設
置
さ
れ
︑
明
治
三
十
七
年︵
一
九
〇
四
︶末
に
は
五
〇
二
店
舗
ま

で
拡
大
し
た
︒
こ
の
看
板
に
刻
印
さ
れ
て
い
る
三
条
単
位
の
︑
二
つ
が
交

叉
す
る
社
章﹁
六
条
交
叉
﹂
は
︑
六
字
尊
号
と
所
在
地
で
あ
る
六
条
を
意

味
し
て
い
る
︒ 

︵
和
田
︶

明
治
時
代

木
製

縦
二
六・五
×
横
三
七・二

個
人
蔵
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大
谷
光
瑞
は
︑
大
正
三
年︵
一
九
一
四
︶の
宗
主
辞
任
以
降
︑
外

遊
の
途
に
つ
い
た
︒
光
瑞
の
旅
順
滞
在
に
あ
た
り﹁
関
東
都
督
府
﹂

が
斡
旋
し
︑
ロ
シ
ア
時
代
の
洋
館
を
改
修
し
た
の
が﹁
旅
順
大
谷

邸
﹂
で
あ
る
︒
同
邸
は
︑
旅
順
新
市
街
吾
妻
町︵
遼
寧
省
旅
順
口

区
太
陽
溝
靠
山
街
︶
に
位
置
し
︑
旅
順
港
と
新
市
街
を
見
下
ろ
す

丘
の
上
に
あ
る
︒
新
市
街
に
は
︑
旧
関
東
都
督
府
や
旧
関
東
軍
総

司
令
部
︑
旧
旅
順
ヤ
マ
ト
ホ
テ
ル
︑
旧
粛
親
王
府
の
他
︑
当
初
探

検
隊
将
来
品
が
保
管
さ
れ
た
旧
露
清
銀
行
旅
順
分
行︵
千
歳
俱
楽

部
︶︑
旧
満
蒙
物
産
館︵
探
検
隊
将
来
品
を
展
示
︑
後
に
関
東
庁
博

物
館
考
古
分
館
と
な
る
︒
そ
の
後
旅
順
図
書
館
と
な
り
大
谷
文
庫

を
収
蔵
し
て
い
た
︒︶等
の
建
築
物
が
現
在
も
残
っ
て
い
る
︒
ま
た

現
在
も
多
数
の
探
検
隊
将
来
品
を
所
蔵
展
示
す
る
旅
順
博
物
館
も

新
市
街
に
所
在
す
る
︒
光
瑞
は
︑
中
国
の
避
暑
地
は﹁
大
連
︑
旅

順
を
最
と
し
︑
青
島
之
に
次
ぐ
﹂
と
述
べ
同
地
を
好
ん
で
い
た
︒

ま
た
同
邸
で
は
橘
た
ち
ば
な

瑞ず
い

超ち
ょ
うを
中
心
に
探
検
隊
将
来
品
の
整
理
が
行
わ

れ
て
お
り
︑
さ
ら
に
子
弟
教
育
の
為
の
策さ
く

進し
ん

書し
ょ

院い
ん

が
設
け
ら
れ

た
︒
旅
順
滞
在
中
の
光
瑞
を
釈
し
ゃ
く

宗そ
う

演え
ん︵

臨
済
宗
僧
︶
や
高た
か

梨な
し

光こ
う

司じ

︵
新
聞
記
者
︶が
訪
問
し
て
い
る
︒
建
物
は
︑
火
災
に
遭
い
廃
屋
と

な
っ
て
い
た
が
現
在
は
修
復
さ
れ
て
い
る
︒ 

︵
加
藤
︶

旅り
ょ

順じ
ゅ
ん

大お
お

谷た
に

邸て
い

旅順大谷邸（修復前）
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大
正
七
年︵
一
九
一
八
︶
に
武
庫
仏
教
中
学
以
降
初
め
て
の﹁
大

谷
学
生
﹂が
日
本
で
採
用
さ
れ
約
四
十
名
が
旅
順
に
渡
り﹁
策さ
く

進し
ん

書し
ょ

院い
ん

﹂
に
学
ん
だ
︒
授
業
は
︑
中
国
︑
イ
ン
ド
史
︑
世
界
地
理
は
大

谷
光
瑞
自
ら
が
教
鞭
を
執
り
︑
堀ほ
り

賢ま
す

雄お︵
一
八
八
〇
～
一
九
四
九
︶

は
英
語
︑
関
東
都
督
府
農
業
技
師
木
下
は
農
業
︑
関
東
都
督
府
嘱

託
野の

波な
み

静し
ず

雄お

は
ド
イ
ツ
語
︑
下し
も

中な
か

弥や

三さ
ぶ

郎ろ
う︵
後
の
平
凡
社
社
長
︶は

西
洋
史
を
講
じ
︑
仁に

本も
と

正し
ょ
う

惠え

︑
廣ひ
ろ

瀬せ

了り
ょ
う

乗じ
ょ
うも
教
壇
に
立
っ
た
と
い

う
︒
あ
る
学
生
が﹁
ゲ
ル
マ
ン
の
古
城
に
似
た
る
﹂
と
回
想
し
た

大
谷
邸
を
背
景
に
︑
学
生
に
囲
ま
れ
中
央
に
光
瑞
や
第
一
次
大
谷

探
検
隊
員
で
あ
っ
た
堀
賢
雄
︑
抜
群
の
語
学
能
力
に
よ
り
光
瑞
に

信
頼
さ
れ
た
精
し
ょ
う

舎じ
ゃ

昌ま
さ

美み︵
一
八
九
八
～
一
九
二
一
︶︑
仁
本
正
惠
の

姿
が
見
え
る
︒ 

︵
加
藤
︶

旅り
ょ

順じ
ゅ
ん

大お
お

谷た
に

邸て
い

前ま
え

の
大お

お

谷た
に

学が
く

生せ
い

集し
ゅ
う

合ご
う

写し
ゃ

真し
ん

『大谷光瑞アルバム』
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大
正
十
一
年︵
一
九
二
二
︶一
月
︑
上
海
の
共
同
租
界
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
路︵
現
余
姚
路
︶に
無
憂
園
が
竣
工
し
た
︒
約
一
万
坪
を
有

す
る
敷
地
に
は
洋
館
三
階
建
の
本
館﹁
濯た
く

足そ
く

堂ど
う

﹂
と
呼
ば
れ
る
建

物
や﹁
大
谷
学
生
﹂
の
教
育
︑
研
究
施
設
で
あ
る﹁
策さ
く

進し
ん

書し
ょ

院い
ん

﹂
の

他
︑
庭
園
の
四
分
の
一
を
占
め
る﹁
滄そ
う

浪ろ
う

池ち

﹂
と
称
す
る
池
等
が

あ
っ
た
︒
池
畔
に
は
三
〇
種
以
上
の
日
本
桜
を
移
植
し
︑
春
に
は

観
桜
会
も
催
さ
れ
た
︒﹁
無
憂
﹂
は
︑
ア
シ
ョ
ー
カ︵
無
憂
︶樹
に

由
来
し
︑
園
の
門
標
に
は
光
瑞
自
ら
命
名
し
た﹁
ビ
ラ
・
ア
ソ
カ
﹂

を
揚
げ
た
と
い
う
︒
園
内
の﹁
策
進
書
院
﹂
で
は
梵
語
研
究
と
経

典
訳
出
が
行
わ
れ
︑
併
設
し
た﹁
大
乗
社
﹂で
は
月
刊
雑
誌﹁
大
乗
﹂

が
刊
行
さ
れ
た
︒
と
こ
ろ
で
︑
こ
の
無
憂
園
に
は
当
時
珍
し
か
っ

た
無
線
電
信
機
が
設
置
さ
れ
︑
大
正
十
二
年︵
一
九
二
三
︶の
関
東

大
震
災
の
状
況
が
い
ち
早
く
伝
わ
り
︑
海
を
渡
り
救
援
活
動
が
迅

速
に
展
開
さ
れ
た
と
記
録
さ
れ
て
い
る
︒
な
お
︑
現
在
︑
こ
の
無

憂
園
は
す
で
に
な
く
︑
跡
地
に
建
設
さ
れ
た
高
層
マ
ン
シ
ョ
ン
が

平
成
二
十
二
年︵
二
〇
一
〇
︶十
一
月
十
五
日
に
火
災
に
あ
っ
た
こ

と
で
世
界
に
知
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
︒ 

︵
三
谷
・
和
田
︶

無む

憂ゆ
う

園え
ん

大正11年の上海無憂園の本館「濯足堂」と「策進書院」（『大乗』第1巻第2号）
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﹁
上し

ゃ
ん

海は
い

新し
ん

無む

憂ゆ
う

園え
ん

増ぞ
う

築ち
く

立り
っ

体た
い

図ず

﹂、﹁
在ざ

い

上し
ゃ
ん

海は
い

新し
ん

無む

憂ゆ
う

園え
ん

増ぞ
う

築ち
く

工こ
う

事じ

仕し

様よ
う

書し
ょ

﹂

大
正
十
四
年︵
一
九
二
五
︶秋
に
上
海
郊
外
の
越
界
路
に
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
の
新
無
憂

園︵
第
二
無
憂
園
︶を
新
築
し
た
︒
大
正
十
一
年︵
一
九
二
二
︶一
月
に
竣
工
し
た
旧
無
憂
園
周
辺

は
︑
排
日
運
動
が
激
化
し
環
境
が
悪
く
な
っ
た
た
め
︑
新
無
憂
園
に
移
転
し
た
と
言
わ
れ
て
い

る
︒
こ
の
工
事
仕
様
書
は
建
築
に
際
し
て
の
建
築
業
者
か
ら
提
出
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
︑

﹁
上
海
新
無
憂
園
増
築
立
体
図
﹂と
セ
ッ
ト
を
な
す
︒

新
無
憂
園
の
面
積
は
建
物
︑
庭
園
︑
園
芸
施
設
を
合
わ
せ
一
万
坪
を
有
し
︑
建
坪
総
数
は

三
〇
〇
坪
を
測
る
︒
こ
の
数
値
は
旧
園
と
ほ
と
ん
ど
変
わ
ら
な
い
︒
学
生
室
を
完
備
し
た
主
要

建
物
は
四
階
建
で
︑
一
階
部
分
は
車
庫
︑
二
階
は
勉
強
室
︑
学
生
室
︑
温
室
︑
三
・
四
階
は
学

生
室
で
構
成
さ
れ
て
い
る
︒
建
築
構
造
で
特
記
す
る
こ
と
は
︑
カ
ー
テ
ン
ウ
ォ
ー
ル︵
建
築
構

造
上
取
り
外
し
可
能
な
壁
︶
で
仕
上
げ
ら
れ
︑
空
洞
壁
床
二
重
式
の
防
音
装
置
付
で
あ
る
︒
ま

た
︑
殺
菌
効
果
を
高
め
る
た
め
だ
ろ
う
か
︑
紫
外
線
の
み
を
透
過
さ
せ
る
窓
硝
子
を
利
用
す
る

な
ど
︑
当
時
最
新
の
資
材
を
建
築
に
応
用
し
て
い
た
︒
園
芸
施
設
に
は
桑
園
を
造
園
し
︑
日
本

か
ら
桑
を
移
植
し
技
師
も
日
本
か
ら
招
聘
し
た
︒
青あ
お

木き

文ぶ
ん

教き
ょ
うは

こ
の
建
物
を
概
評
し﹁
無
駄
が

な
く
︑
一
々
科
学
的
基
調
の
本
に
立
ち
経
済
的
衛
生
的
で
︑
能
率
増
進
設
備
を
考
へ
︑
所
謂
猊

下
の
理
想
的
建
築
と
一
言
に
盡
す
事
が
で
き
る
﹂
と
記
し
て
い
る
︒
起
工
式
は
大
正
十
四
年
六

月
二
十
九
日
で
あ
っ
た
︒ 

︵
和
田
︶

大
正
時
代

紙
本

「
上
海
新
無
憂
園
増
築
立
体
図
」縦
五
六・三
×
横
九
〇・〇

「
在
上
海
新
無
憂
園
増
築
工
事
仕
様
書
」縦
二
四・三
×
横
一
六・九

「上海新無憂園増築立体図」
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『在上海新無憂園増築工事仕様書』
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宗
主
退
任
後
の
大
谷
光
瑞
の
大
き
な
事
業
と
し
て﹁
南
洋
﹂︵
東

南
ア
ジ
ア
域
︶
で
の
農
園
経
営
が
挙
げ
ら
れ
る
︒
英
領
馬
来︵
マ

レ
ー
シ
ア
︶・
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
ゴ
ム
園
︑
セ
レ
ベ
ス︵
ス
ラ
ウ
ェ

シ
︶島
の
森
林
開
発
を
経
て﹁
蘭ら
ん

領り
ょ
う

印い
ん

度ど

農の
う

林り
ん

工こ
う

業ぎ
ょ
う

株か
ぶ

式し
き

会が
い

社し
ゃ

﹂
を

大
正
六
年︵
一
九
一
七
︶
に
設
立
後
︑
セ
レ
ベ
ス
島
メ
ナ
ド
近
郊

の
別
荘
附
属
の
コ
ー
ヒ
ー
農
園
を
買
収
し﹁
耕
雲
山
園
﹂
と
名
付

け
た
︒
そ
の
後
︑
ジ
ャ
ワ
島
に
注
力
し
ス
ラ
バ
ヤ
州︵
東
ジ
ャ
ワ

州
︶
の﹁
デ
ィ
ユ
ラ
ン
ジ
ィ
ロ
農
園
﹂
を
入
手
し
た
︒
大
正
十
一
年

︵
一
九
二
二
︶に
︑
プ
レ
ア
ン
ゲ
ル
州︵
西
ジ
ャ
ワ
州
︶ガ
ロ
ー
近
郊

の
高
原
を
視
察
し
た
光
瑞
は
︑
農
園
入
手
と
別
荘
建
設
を
計
画
し

た
︒﹁
ス
カ
ハ
ヂ
農
園
﹂
と﹁
環
翠
山
荘
﹂
で
あ
る
︒
主
に
シ
ト
ロ

ネ
ラ︵
香
草
︶を
栽
培
し
さ
ら
に
香
油
工
場
が
併
設
さ
れ
て
い
る
︒

そ
の
後
︑
光
瑞
は
養
蚕
に
力
を
入
れ
ガ
ロ
ー
付
近
の﹁
パ
ノ
ラ
マ

ホ
テ
ル
﹂
と
周
辺
土
地
を
購
入
︒
別
荘﹁
大
観
荘
﹂
と﹁
パ
ノ
ラ
マ

農
園
﹂
と
し
桑
樹
を
栽
培
︑
養
蚕
研
究
所
を
設
け
た
︒
昭
和
三
年

︵
一
九
二
八
︶
に
は﹁
ラ
サ
マ
リ
﹂︑﹁
チ
ゲ
ド
ク
﹂︑﹁
マ
ラ
バ
ル
﹂︑

﹁
チ
ヒ
ド
ン
﹂
の
農
園
が
確
認
で
き
︑﹁
チ
ヒ
ド
ン
﹂
に
は
︑
別
荘

﹁
悠ゆ
う

然ぜ
ん

荘そ
う

﹂
の
建
設
が
計
画
さ
れ
て
い
る
︒
こ
れ
ら
農
園
に
は
約

四
十
名
の﹁
大
谷
学
生
﹂
が
派
遣
さ
れ
作
業
に
従
事
し
た
︒
光
瑞

の
事
業
の
主
軸
が
ト
ル
コ
に
移
り
昭
和
四
年︵
一
九
二
九
︶以
降
︑

﹁
南
洋
﹂事
業
は
次
第
に
縮
小
し
て
い
っ
た
が
︑
光
瑞
の
農
園
の

流
れ
を
く
む﹁
河
田
農
園
﹂
の
存
在
は
昭
和
十
六
年︵
一
九
四
一
︶

頃
ま
で
確
認
で
き
る
︒
日
本
人
の﹁
南
洋
﹂発
展
の
象
徴
と
し
て

多
く
の
旅
行
者
や
視
察
団
が
訪
問
し
て
い
る
︒ 

︵
加
藤
︶

環か
ん

翠す
い

山さ
ん

荘そ
う

大正14年頃の環翠山荘（『大谷光瑞アルバム』）
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大
谷
光
瑞
に
よ
る
農
園
経
営
事
業
の
一
つ
と
し
て
建
設
さ
れ
た

別
荘
︑﹁
環
翠
山
荘
﹂
で
撮
影
さ
れ
た
写
真
で
あ
る
︒
建
物
の
内

観
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
数
少
な
い
資
料
で
あ
る
︒
集
合
写
真
に

は
︑
光
瑞
を
中
心
に
廣ひ
ろ

瀬せ

了り
ょ
う

乗じ
ょ
うら

の
顔
が
見
え
る
︒
了
乗
は
︑
光

瑞
が
農
業
事
業
の
た
め
に
設
立
し
た﹁
蘭
領
印
度
農
林
工
業
株
式

会
社
﹂調
査
部
の
主
任
で
あ
り
︑
政
治
外
交
の
調
査
研
究
と
人
材

養
成
を
任
さ
れ
て
い
た
︒

写
真
の
人
物
全
員
を
特
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
︑
光
瑞
や

了
乗
ら
が
写
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
︑
蘭
領
印
度
農
林
工
業
株
式
会

社
の
関
係
者
に
よ
る
集
合
写
真
の
可
能
性
が
高
く
︑
環
翠
山
荘
が

光
瑞
と
社
員
ら
の
交
流
の
場
所
に
な
っ
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
︒

そ
の
点
か
ら
す
る
と
︑
集
合
写
真
は
︑
当
時
の
光
瑞
の
農
業
事
業

の
様
子
を
伝
え
る
資
料
と
し
て
も
貴
重
で
あ
る
と
言
え
る
︒

同
荘
は
光
瑞
の
着
想
に
よ
る
建
築
で
︑
本
屋
は
総
て
ヤ
シ
の
毛

皮
で
葺
き
︑壁
は
竹
を
編
ん
だ
網あ

代じ
ろ

︑床
は
籐
張
り
︑主
材
は
チ
ー

ク
︑
床
下
は
直
径
五
十
セ
ン
チ
も
あ
る
大
木
で
支
え
ら
れ
た
高
床

式
で
あ
っ
た
︒
チ
ク
ラ
イ
山
を
西
に
望
む
高
原
に
位
置
し
︑
気
候

は
涼
し
く
眺
望
は
絶
景
で
︑
光
瑞
は
夏
に
避
暑
に
同
荘
を
訪
れ

た
︒ 

︵
加
藤
・
大
木
︶

環か
ん

翠す
い

山さ
ん

荘そ
う

内な
い

部ぶ

の
集し

ゅ
う

合ご
う

写し
ゃ

真し
ん

個人蔵
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関
東
州
大
連
郊
外
周
水
子︵
遼
寧
省
大
連
市
甘
井
子
区
︶の
丘
上

に
設
け
ら
れ
た
別
荘
で
︑
平
面
構
造
は
︑
三
角
形
の
角
を
円
形
と

し
た﹁
蛤
型
﹂で
ド
ー
ム
風
の
特
異
な
外
観
を
も
ち
︑
地
下
一
階
・

地
上
三
階
建
で
あ
る
︒
ま
た
平
屋
の
学
生
宿
舎︵
甲
号
︶︑
作
業
員

宿
舎︵
丙
号
︶も
併
設
さ
れ
て
い
る
︒
建
築
プ
ラ
ン
は
大
谷
光
瑞
の

発
想
に
よ
る
も
の
で
︑﹁
涅
槃
経
﹂
か
ら
想
を
得
た
と
い
う
︒
同

荘
と
類
似
し
た
プ
ラ
ン
は
︑
城
始
著﹁
旅
順
大
谷
邸
新
築
に
就
い

て
﹂と
し
て
昭
和
八
年︵
一
九
三
三
︶に﹃
建
築
と
社
会
﹄誌
上
に
紹

介
さ
れ
て
い
る
︒

敷
地
は
十
一
町
歩︵
十
一
万
平
方
メ
ー
ト
ル
︶
あ
り﹁
大
谷
授
産

場
﹂
が
設
け
ら
れ﹁
満
州
の
邦
人
農
業
が
成
功
す
る
に
は
︑
農
業

を
副
業
と
考
え
︑
農
業
加
工
を
本
業
と
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
︒﹂
と
い

う
光
瑞
の
構
想
の
も
と
に
︑
農
産
物
の
加
工
や
毛
織
物︵
ホ
ー
ム

ス
パ
ン
︶等
の
実
地
指
導
者
の
養
成
が
行
わ
れ
た
︒

昭
和
九
年︵
一
九
三
四
︶十
月
に
落
成
の
園
遊
会
が
催
さ
れ

た
︒
当
時
の
旅
行
書
に
は﹁
小
丘
上
に
見
ゆ
る
鳥
籠
の
や
う
な
高

楼
﹂
と
紹
介
さ
れ
大
連
の
名
所
に
数
え
ら
れ
た
が
︑
昭
和
十
五
年

︵
一
九
四
○
︶頃
に
売
却
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
︒
藤ふ
じ

山や
ま

雷ら
い

太た

︵
実
業

家
︶︑
石い
し

井い

柏は
く

亭て
い︵

洋
画
家
︶が
訪
問
し
手
記
を
残
し
て
い
る
︒

 

︵
加
藤
︶

浴よ
く

日じ
つ

荘そ
う

竣工時の浴日荘（『皆山なかアルバム』）
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大
連
の
浴
日
荘
に
て
使
用
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
白
磁
色
絵
中
皿
と
陶
器
小
鉢
が
︑

大
谷
記
念
館
に
伝
わ
る
︒
中
皿
の
表
に
は
︑
本
願
寺
下
り
藤
が
赤
絵
で
描
か
れ
て
い

る
︒
こ
れ
は
︑大
谷
光
瑞
専
用
特
注
の
原
稿
用
紙
と
同
様
で
あ
る
︒
皿
の
裏
面
に
は
︑

高
台
内
に
赤
絵
に
て﹁
浴
日
荘
﹂と
書
か
れ﹁
白
川
製
陶
製
・
白
雲
陶
器
﹂及
び﹁
富
士

山
﹂絵
の
ロ
ゴ
マ
ー
ク
が
入
る
︒

有
田
等
の
日
本
独
自
の
白
磁
い
わ
ゆ
る
︑
青
み
が
か
っ
た
淡
い
青
白
磁
の
様
な
地

肌
と
は
︑
些い
さ
さ

か
類
例
を
異
に
し
て
い
る
︒
真
白
よ
り
も
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
︑
些
か

ク
リ
ー
ム
が
か
っ
た
色
で
あ
る
︒
瀬
戸
で
昭
和
十
三
年︵
一
九
三
八
︶に﹁
日
本
工
業
﹂

が
白
川
陶
器
に
て
コ
ー
ヒ
ー
碗
を
製
造
し
て
い
た
と
伝
わ
り
︑
特
定
は
難
し
い
が
お

そ
ら
く
こ
れ
が
︑
こ
の
皿
に
あ
た
る
可
能
性
が
最
も
高
い
と
推
測
さ
れ
︑
大
谷
光
瑞

の
特
注
品
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
︒

光
瑞
は
︑
健
啖
家
と
し
て
知
ら
れ
る
が
︑
美
食
も
︑
素
食
も
同
様
に
喜
ん
で
食
し

た
こ
と
が
伝
わ
る
︒
こ
の
中
皿
に
何
を
ど
の
よ
う
に
載
せ
て
食
し
て
い
た
の
か
︑
想

像
す
る
に
興
味
深
い
︒
今
一
個
は
︑
同
じ
く
高
台
内
に﹁
浴
日
荘
﹂
の
字
型
が
入
る

陶
器
小
鉢
で
あ
る
︒
何
処
で
焼
成
さ
れ
た
か
は
︑
不
明
で
あ
る
が
瀬
戸
系
か
︒

こ
れ
ら
は
光
瑞
の
最
後
の
秘
書
︑
吉
田
せ
つ
に
よ
っ
て
大
谷
記
念
館
に
寄
贈
さ
れ

た
が
︑
彼
女
に
よ
れ
ば
こ
れ
ら
二
点
は
︑
光
瑞
が
浴
日
荘
よ
り
持
ち
帰
り
︑
別
府
市

鉄か
ん

輪な
わ

の
大
谷
別
邸
で
晩
年
ま
で
使
用
さ
れ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
︒ 

︵
掬
月
︶

﹁
浴よ

く

日じ
つ

荘そ
う

﹂名め
い

入い

り
陶と

う

器き

鉢は
ち（

左
）

昭
和
時
代

陶
器

径
一
〇・五
×
高
さ
四・七

大
谷
記
念
館
蔵

﹁
浴よ

く

日じ
つ

荘そ
う

﹂名め
い

入い

り
磁じ

器き

皿さ
ら（

右
）

昭
和
時
代

磁
器

径
一
六・〇
×
高
さ
一・六

大
谷
記
念
館
蔵
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台
湾
南
部
の
高
雄
市
大
港
埔︵
台
湾
高
雄
市
新
興
区
六
合
一
路
五
五

巷
内
︶
に
建
設
さ
れ
た
別
荘
で
︑
二
階
建
の
和
洋
折
衷
式
で
あ
る
︒
天

井
は
網あ

代じ
ろ

編
み
と
し
応
接
室
・
食
堂
を
二
階
に
設
け
る
等
︑
高
温
多

湿
な
気
候
に
配
慮
し
て
い
る
︒
三
方
に
池
を
巡
ら
し
︑
時
局
を
反
映

し
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
の
百
人
収
容
の
大
防
空
壕
と
数
十
人
収
容
の
家

庭
用
防
空
壕
を
一
階
に
備
え
て
い
る
︒
ま
た
内
装
に
は
︑
日
本
か
ら

数
寄
屋
建
築
の
棟
梁
が
招
か
れ
指
導
に
あ
た
り
︑
各
部
に
伏
見
三
夜

荘
か
ら
取
り
寄
せ
た
部
材
が
配
さ
れ
た
︒
さ
ら
に
各
部
の
意
匠
に﹁
飛ひ

雲う
ん

閣か
く

﹂
と
の
共
通
点
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
︒
大
谷
光
瑞
は
昭
和
十
年

︵
一
九
三
五
︶
に
は
高
雄
に
土
地
購
入
と
別
荘
建
設
を
企
図
し
︑
昭
和

十
四
年︵
一
九
三
九
︶に
大
港
埔
の
土
地
を
正
式
に
入
手
し
て
い
る
︒
昭

和
十
五
年︵
一
九
四
〇
︶に
開
園
式
を
催
し
官
民
を
招
待
し
た
︒
周
囲
に

一
万
二
千
坪︵
四
万
平
方
メ
ー
ト
ル
︶の
農
園
と
学
生
宿
舎
︑
農
機
具
倉

庫
等
が
あ
り
︑
約
三
十
名
の﹁
大
谷
学
生
﹂
が
起
居
し
水
稲
や
パ
パ
イ

ヤ
・
マ
ン
ゴ
ー
等
の
熱
帯
植
物
の
栽
培
に
従
事
し
て
い
た
︒
昭
和
十
七

年︵
一
九
四
二
︶に
作
家
の
富と
み

沢さ
わ

有う

為い

男お

︑
浅あ
さ

野の

晃あ
き
ら︑
大お
お

宅や

壮そ
う

一い
ち

が
訪
問

し
て
い
る
︒
光
瑞
は
同
年
三
月
に
帰
国
以
降
台
湾
の
地
を
踏
む
こ
と
は

無
く
︑
同
年
五
月
に﹁
大
谷
学
生
﹂
が
賜し

暇か

休
暇
で
帰
国
し
て
お
り
そ

の
後
の
消
長
は
不
明
で
あ
る
︒
戦
後
は
︑
接
収
さ
れ
軍
病
院
関
係
者
の

宿
舎
と
な
っ
た
が
︑
現
在
は
高
雄
市
に
よ
り
歴
史
建
築
に
指
定
さ
れ
日

台
の
専
門
家
の
手
で
修
復
が
進
め
ら
れ
て
い
る
︒ 

︵
加
藤
︶

逍し
ょ
う

遙よ
う

園え
ん

昭和15年頃の逍遥園（『大谷光瑞アルバム』）
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大
正
十
二
年︵
一
九
二
三
︶九
月
一
日
に
発
生
し
た
関
東
大
震
災
に
よ
り
︑

築
地
別
院
で
は
明
治
三
十
四
年︵
一
九
〇
一
︶に
再
建
さ
れ
た
本
堂
が
全
焼
す

る
︒
大
正
十
三
年︵
一
九
二
四
︶に﹁
特
別
会
計
帝
都
教
線
拡
張
費
並
ニ
築
地

別
院
建
築
費
補
助
予
算
案
﹂成
立
︑
大
正
十
四
年︵
一
九
二
五
︶十
月
七
日
に

﹁
本
派
本
願
寺
帝
都
復
興
事
務
所
﹂が
設
置
さ
れ
る
︒
昭
和
五
年︵
一
九
三
〇
︶

に
築
地
別
院
再
建
の
消
息
が
発
布
さ
れ
再
建
は
本
格
化
す
る
︒
設
計
は
東
京

帝
国
大
学
名
誉
教
授
伊い

東と
う

忠ち
ゅ
う

太た

︵
一
八
六
七
～
一
九
五
四
︶
の
印
度
式
建
築

に
決
定
す
る
︒
昭
和
六
年︵
一
九
三
一
︶七
月
地
鎮
式
︑
同
年
十
月
に
起
工
式

が
行
わ
れ
︑
昭
和
九
年︵
一
九
三
四
︶七
月
に
工
事
は
完
了
す
る
︒
施
工
は
東

京
帝
国
大
学
で
伊
東
忠
太
の
門
下
生
で
あ
っ
た
松ま
つ

井い

角か
く

平へ
い

が
率
い
る
松
井
組

︵
現
松
井
建
設
︶が
担
当
し
た
︒
松
井
家
所
蔵
の
築
地
別
院
史
料
に
起
工
式
の

写
真
が
あ
り
︑
最
前
列
に
伊
東
忠
太
が
設
計
者
筆
頭
と
し
て
立
礼
し
て
い

る
︒
ま
た
昭
和
五
年︵
一
九
三
〇
︶五
月
に
設
計
が
始
ま
り
同
年
十
二
月
ま
で

に
五
百
点
余
の
設
計
図
面
が
作
ら
れ
た
こ
と
が
判
明
す
る
︒
図
面
に
は
築
地

別
院
の
姿
図
が
二
案
存
在
し
て
い
る
︒
両
案
の
相
違
は
外
観
に
あ
り
︑
第
一

案
の
中
央
棟
と
左
右
翼
棟
は
伝
統
的
な
本
瓦
葺
本
堂
に
な
り
︑
両
翼
は
入
母

屋
屋
根
の
破
風
を
み
せ
て
︑
全
体
を
従
来
の
仏
堂
建
築
と
す
る
︒
第
二
案
は

中
央
棟
の
屋
根
を
印
度
仏
教
式
ド
ー
ム
に
な
り
︑
中
央
に
蓮
花
を
浮
き
彫

り
と
し
︑
頂
部
は
尖
塔
に
な
り
宝
珠
を
載
せ
る
︒
両
翼
の
尖
塔
は
ボ
ロ
ブ

ド
ゥ
ー
ル
風
塔
屋
に
な
り
鐘
楼
に
な
る
︒
第
二
案
は
大
谷
光
瑞
の
構
想
と
伊

東
忠
太
の
建
築
観
が
一
致
し
た
も
の
で
あ
る
︒
平
面
計
画
は
中
央
棟
と
左
右

翼
棟
を
︑
中
庭
を
介
し
て
廊
下
で
接
続
す
る
︒
中
央
棟
の
二
階
に
本
堂
を
置

き
︑
一
階
は
納
骨
堂
に
な
る
︒
左
翼
棟
は
一
階
に
説
教
所
︑
二
階
に
大
会
議

室
︑
後
方
に
門
主
室
が
置
か
れ
る
︒
右
翼
棟
は
一
階
に
事
務
室
︑
二
階
に
応

接
室
︑
輪
番
室
の
構
成
に
な
り
︑
多
機
能
型
の
建
築
構
成
で
あ
る
︒
構
造
は

鉄
骨
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
︒
重
要
文
化
財
︒ 

︵
菅
澤
︶

築つ
き

地じ

本ほ
ん

願が
ん

寺じ

昭和9年（1934）7月完成時の外観写真（松井建設提供）

現在の築地本願寺外観写真（築地本願寺提供）



三
　
大
谷
光
瑞
の
執
筆
活
動大

谷
光
瑞
は
︑
そ
の
生
涯
を
通
じ
て
︑
執
筆
活
動
を
精
力
的
に
行
っ
た
︒
特
に
宗
主
退
任
後
は
︑
数
多
く
の
著
述
を
後

世
に
残
し
て
い
る
︒
執
筆
活
動
は
︑
著
述
す
る
だ
け
に
留
ま
ら
ず
︑
著
述
を
企
画
し
て
刊
行
す
る
出
版
事
業
に
も
及
ん
で

い
る
︒
光
瑞
の
姿
勢
は
︑常
に
社
会
に
向
け
て
︑執
筆
を
通
し
て
発
信
を
続
け
る
こ
と
を
大
切
に
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
︒

ま
た
︑
光
瑞
自
身
︑
執
筆
を
続
け
る
こ
と
が
︑
自
ら
に
与
え
ら
れ
た
役
割
の
よ
う
に
考
え
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
︒
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大お
お

谷た
に

光こ
う

瑞ず
い

の
著ち

ょ

書し
ょ

大
谷
光
瑞
は
︑
そ
の
生
涯
の
中
で
︑
実
に
数
多
く
の
著
述
を
残
し
て
い
る
︒
例
え
ば
︑﹃
見

真
大
師
﹄・﹃
観
世
音
菩
薩
﹄・﹃
維ゆ
い

摩ま

経き
ょ
う

講こ
う

話わ

﹄の
よ
う
な
宗
教
者
と
し
て
の
著
述
︑
地
理
学
者
・

農
学
者
と
し
て
の
見
識
か
ら
著
さ
れ
た﹃
臺た
い

灣わ
ん

島
之
現
在
﹄・﹃
大
谷
光
瑞
師
自
筆
ノ
ー
ト
樺か
ら

太ふ
と

総
覧
﹄・﹃
熱
帯
農
業
﹄︑
植
物
学
の
視
点
か
ら
著
さ
れ
た﹃
花
﹄︑
食
文
化
に
つ
い
て
取
り
上
げ

た﹃
食
﹄︑
新
聞
紙
上
に
連
載
さ
れ
た
時
事
論
を
編
集
し
た﹃
光
瑞
縦
横
談
﹄
な
ど
が
あ
る
︒
今

回
の
展
示
で
出
陳
し
た
著
述
は
︑
全
体
の
ご
く
一
部
に
過
ぎ
な
い
が
︑
こ
れ
ら
だ
け
で
も
︑
著

述
の
量
は
言
う
に
及
ば
ず
︑
分
野
が
多
岐
に
渡
っ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
︒

宗
主
を
辞
任
し
た
光
瑞
は
︑
ジ
ャ
ワ
や
ト
ル
コ
︑
台
湾
な
ど
で
農
事
事
業
に
注
力
し
︑
実
業

家
と
し
て
多
方
面
で
活
動
す
る
︒
そ
し
て
︑
そ
の
活
動
の
土
台
と
な
っ
て
い
た
の
が
︑
多
岐
の

分
野
に
及
ぶ
深
い
知
識
で
あ
っ
た
こ
と
が
︑
こ
れ
ら
の
著
述
か
ら
裏
付
け
ら
れ
る
︒ 

︵
大
木
︶

『
見
真
大
師
』	

大
正
十
一
年（
一
九
二
二
）上
海
大
乗
社
刊　
縦
二
二・一
×
横
一
五・一

『
観
世
音
菩
薩
』	

昭
和
四
年（
一
九
二
九
）大
乗
社
東
京
支
部
刊　
縦
一
八・七
×
横
一
二・七

『
維
摩
経
講
話
』	

昭
和
九
年（
一
九
三
四
）大
乗
社
刊　
縦
一
九・一
×
横
一
三・五

『
大
谷
光
瑞
師
自
筆
ノ
ー
ト
樺
太
総
覧
』　
昭
和
六
年（
一
九
三
一
）自
筆　
縦
二
六・二
×
横
二
〇・三

『
臺
灣
島
之
現
在
』	

昭
和
十
年（
一
九
三
五
）大
乗
社
刊　
縦
二
二・七
×
横
一
六・五

『
熱
帯
農
業
』	

昭
和
十
七
年（
一
九
四
二
）有
光
社
・
大
乗
社
刊　
縦
一
九・一
×
横
一
三・六

『
花
』	

昭
和
六
年（
一
九
三
一
）大
乗
社
刊　
縦
一
九・一
×
横
一
三・五

『
食
』	

昭
和
六
年（
一
九
三
一
）大
乗
社
刊　
縦
一
九・一
×
横
一
三・五

『
光
瑞
縦
横
談
』	

昭
和
十
一
年（
一
九
三
六
）実
業
之
日
本
社
刊　
縦
一
九・一
×
横
一
三・三



四
　
実
業
家
・
研
究
者 

大
谷
光
瑞

大
谷
光
瑞
は
︑
多
方
面
の
学
識
を
持
つ
博
覧
強
記
の
人
で
あ
っ
た
が
︑
大
正
三
年︵
一
九
一
四
︶五
月
宗
主
辞
任
後
︑
シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
︑
ジ
ャ
ワ
︑
ト
ル
コ
及
び
台
湾
で
農
業
を
主
体
と
し
た
起
業
を
行
っ
て
い
る
︒
大
正
五
年︵
一
九
一
六
︶︑
シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
の
ゴ
ム
園
に
始
ま
り
︑
セ
レ
ベ
ス
島
の
コ
ー
ヒ
ー
園
︑
ジ
ャ
ワ
島
の
シ
ト
ロ
ネ
ラ
園
︑
ト
ル
コ
の
ブ
ル
サ
で

の
養
蚕
・
絹
織
物
・
染
織
︑
ア
ン
カ
ラ
で
の
バ
ラ
園
・
香
水
製
造
を
試
み
て
い
る
︒
い
ず
れ
も
現
地
で
会
社
を
設
立
し
て

経
営
に
当
た
っ
た
︒
ま
た
︑
二
楽
荘
や
台
湾
の
逍
遥
園
で
も
果
樹
等
を
栽
培
し
て
い
た
こ
と
も
知
ら
れ
︑
こ
の
よ
う
な
︑

起
業
︑
農
業
な
ど
の
他
︑
都
市
計
画
︑
出
版
事
業
︑
そ
し
て
教
育
︑
考
古
学
︑
梵
語
へ
の
関
心
や
造
詣
が
深
か
っ
た
こ
と

も
特
筆
す
べ
き
で
あ
る
︒
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大
谷
光
瑞
は
︑
自
ら
関
わ
っ
た
地
域
の
地
形
︑
自
然
︑
歴
史
︑

産
業
︑
鉄
道
︑
観
光
︑
施
設
な
ど
を
詳
細
に
調
べ
上
げ
︑
そ
の
地

域
の
将
来
性
と
発
展
策
に
つ
い
て
論
考
し
た
︒
二
楽
荘
の
位
置

し
た
阪
神
間
に
お
い
て
昭
和
五
年︵
一
九
三
〇
︶
に﹁
阪
神
大
築
港

論
﹂︑﹁
京
阪
神
経
済
都
市
確
立
論
﹂︑
昭
和
十
七
年︵
一
九
四
二
︶

﹁
神
戸
大
港
都
建
設
論
﹂
を
提
唱
し
た
︒
ま
た
︑
終
焉
の
地
で
あ

る
別
府
市
で
は
昭
和
二
十
二
年︵
一
九
四
七
︶
に﹁
別
府
観
光
都
市

建
設
私
案
﹂を
展
開
し
た
︒

さ
ら
に
︑
中
国
に
お
い
て
は
︑
昭
和
十
四
年︵
一
九
三
九
︶に
政

治
︑
港
湾
の
整
備
︑
水
利
︑
鉄
道
整
備
︑
農
業
な
ど
の
将
来
計
画

﹁
興
亜
計
画
﹂を
提
示
し
︑
広
く
ア
ジ
ア
の
将
来
性
を
展
望
し
た
︒

こ
の
計
画
の
中
で
︑
中
国
か
ら
ト
ル
コ
へ
の
鉄
道
網
の
整
備
計
画

案
は
圧
巻
で
あ
る
︒ 

︵
和
田
︶

都
市
計
画

大谷光瑞考案の欧亜連絡鉄道網の計画図（『大谷光瑞興亜計画』第4巻）
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﹁
観か

ん

光こ
う

都と

市し

建け
ん

設せ
つ

私し

案あ
ん

﹂

昭
和
二
十
二
年︵
一
九
四
七
︶五
月
末
︑
大
谷
光
瑞
の
療
養
先
で
あ
る
別

府
市
鉄か
ん

輪な
わ

に
見
舞
い
表
敬
し
た
第
十
代
別
府
市
長
脇わ
き

鉄て
つ

一い
ち

に
渡
さ
れ
た
の

が
︑
別
府
の
将
来
の
発
展
の
た
め
に
私
案
さ
れ
た﹁
観
光
都
市
建
設
私
案
﹂

︵
光
瑞
述
︶で
あ
っ
た
︒
光
瑞
は
こ
の
私
案
を
基
本
に
別
府
市
議
会
で
も
演

説
を
行
っ
た
︒
そ
し
て
︑
光
瑞
が
遷
化
し
た
後
︑
脇
市
長
は
昭
和
二
十
五

年︵
一
九
五
〇
︶
に﹁
別
府
観
光
温
泉
文
化
都
市
﹂建
設
法
を
制
定
し
︑
こ

の
私
案
に
基
づ
き
実
現
可
能
な
項
目
を
順
次
施
行
し
て
い
っ
た
︒
こ
の
私

案
は
三
十
二
項
目
に
も
及
び
︑
別
府
の
自
然
や
経
済
︑
産
業
等
あ
ら
ゆ
る

環
境
を
知
り
尽
く
し
た
光
瑞
の
別
府
へ
の
思
い
が
感
じ
取
れ
る
︒ ︵
和
田
︶

昭
和
時
代

紙
本

縦
一
三・八
×
横
二
〇・八



40

鏡
如
宗
主
時
代
に
西
本
願
寺
か
ら
出
版
さ
れ
た
写
真
帖
や
自

著
︑
宗
主
辞
任
以
降
の
書
籍
を
見
る
と
︑
光
瑞
は
出
版
や
印
刷
に

関
し
て
こ
だ
わ
り
を
持
っ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
︒
後
世
に
伝
え

残
そ
う
と
︑
当
時
最
新
の
印
刷
技
術
で
あ
っ
た
コ
ロ
タ
イ
プ
印
刷

を
採
用
し
︑
さ
ら
に
書
籍
の
背
︑
表
紙
や
そ
の
他
の
部
分
に
は
︑

イ
ン
ド
︑
中
央
ア
ジ
ア
か
ら
発
掘
し
た
資
料
か
ら
引
用
し
た
と
考

え
ら
れ
る
文
様
な
ど
を
巧
に
挿
入
し
て
い
る
︒

コ
ロ
タ
イ
プ
版
印
刷
は
︑
写
真
の
階
調
を
忠
実
に
再
現
で
き
︑

製
作
者
の
意
向
を
最
も
正
確
に
反
映
で
き
る
印
刷
技
術
で
あ
る
︒

そ
し
て
︑
字
体
に
も
こ
だ
わ
り
︑
中
国
唐
の
書
家
︑
欧お
う

陽よ
う

詢じ
ゅ
んの
楷

書
の
書
体
を
好
み
︑
自
ら
の
名
刺
や
書
簡
の
サ
イ
ン
︑
漢
詩
に
も

欧
陽
詢
の
書
体
を
似
せ
て
い
る
︒ 

︵
和
田
︶

出
版
・
印
刷
へ
の
こ
だ
わ
り

二楽荘印刷部の内部（『二楽荘写真帖』大正2年版）
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﹃
大だ

い

無む

量り
ょ
う

寿じ
ゅ

経き
ょ
う

義ぎ

疏し
ょ

﹄の
紙し

型け
い

紙
型
と
は
︑
活
版
印
刷
用
の
鉛
版
を
作

る
時
の
原
型
と
な
る
版
で
あ
る
︒
紙
型
と

な
る
紙
は
︑
特
殊
な
薄
い
紙
を
重
ね
固
め

た
用
紙
の
こ
と
を
言
う
︒﹃
大
無
量
寿
経

義
疏
﹄
は
二
楽
荘
印
刷
部
で
印
刷
さ
れ
た

冊
子
で
あ
る
︒
そ
し
て
︑
刊
行
ま
で
に
は

技
術
︑
校
正
上
で
多
く
の
問
題
を
抱
え
て

い
た
よ
う
で
︑﹁
印
刷
上
非
常
な
困
難
と

苦
心
が
伴
う
た
本
書
は
他
と
比
較
し
て
一

種
風
変
り
の
立
派
な
も
の
で
あ
っ
た
﹂
と

苦
労
の
末
に
刊
行
の
運
び
と
な
っ
た
思
い

を
︑
印
刷
担
当
の
関せ
き

露ろ

香こ
う︵
関
貢
米
︶は
述

べ
て
い
る
︒
ま
た
︑
印
刷
に
携
わ
っ
て
い

た
武
庫
仏
教
中
学
の
学
生
で
あ
っ
た
大お
お

村む
ら

︵
榎
原
︶徹て
つ

郎ろ
う

は
︑
本
書
の
校
正
刷
の
一
部

を
︑
二
楽
荘
内
の
含が
ん

秀し
ゅ
う

居き
ょ︵
大
谷
光
瑞
居

間
︶
か
ら
印
刷
所
ま
で
運
び
込
ん
だ
思
い

出
を
綴
っ
て
い
る
︒
な
お
︑
龍
谷
大
学
に

は
武
庫
仏
教
中
学
の
教
本
と
な
っ
た﹃
簡

易
仏
教
講
義
録
﹄
の
紙
型
も
保
管
さ
れ
て

い
る
︒ 

︵
和
田
︶

大
正
時
代

紙
本

縦
三
七・三
×
横
二
六・三

二に

楽ら
く

荘そ
う

絵え

葉は

書が
き

の
写し

ゃ

真し
ん

凸と
っ

版ぱ
ん

絵
葉
書
を
製
作
す
る
時
の
写
真
凸
版
で
あ
る
︒
完
成
品
は
二
楽
荘
本
館
と
テ
ニ
ス

コ
ー
ト
が
写
る
構
図
の
絵
葉
書
で
あ
る
︒
写
真
凸
版
は
銅
板
や
亜
鉛
板
に
感
光
材
を

均
等
に
塗
布
し
︑
撮
影
し
た
ネ
ガ
を
密
着
さ
せ
て
焼
き
付
け
て
︑
現
像
︑
焼
き
込
み
︑

腐
食
の
工
程
を
経
た
版
の
こ
と
で
あ
る
︒
二
楽
荘
に
関
連
し
た
写
真
凸
版
は
︑
西
本

願
寺
に
も
保
管
さ
れ
て
い
る
︒
西
本
願
寺
に
は
絵
葉
書
用
の
写
真
凸
版
や
︑
活
字
と

組
み
合
わ
せ
て
組
版
に
で
き
る
含
秀
居
︑
植
物
︑
温
室
内
部
︑
メ
ロ
ン
な
ど
の
写
真

凸
版
が
保
管
さ
れ
て
い
る
︒
二
楽
荘
の
関
連
写
真
の
写
真
凸
版
は
︑
当
時
の
印
刷
技

術
を
考
え
る
上
で
重
要
な
資
料
で
あ
る
︒
ま
た
︑
こ
れ
ら
の
写
真
凸
版
は
二
楽
荘
印

刷
部
で
製
作
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
︒ 

︵
和
田
︶

大
正
時
代

銅
製（
基
部
木
製
）

縦
八・二
×
横
一
三・五

印刷された絵葉書
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大
谷
光
瑞
は
︑
大
正
三
年︵
一
九
一
四
︶五
月
の
宗
主
辞
任
後
︑
自

己
の
職
業
を﹁
農
業
﹂
と
し
︑
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
︑
ジ
ャ
ワ
︑
ト
ル
コ

及
び
台
湾
で
農
業
を
主
体
と
し
た
起
業
を
行
っ
て
い
る
︒

大
正
五
年︵
一
九
一
六
︶︑
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
ゴ
ム
園
に
始
ま
り
︑

セ
レ
ベ
ス
島
の
コ
ー
ヒ
ー
園
︑
ジ
ャ
ワ
島
の
シ
ト
ロ
ネ
ラ
園
︑
ト
ル

コ
・
ブ
ル
サ
で
の
養
蚕
・
絹
織
物
・
染
織
︑
ア
ン
カ
ラ
で
の
バ
ラ
園
・

香
水
製
造
を
試
み
て
い
る
︒
そ
の
地
域
で
栽
培
さ
れ
て
き
た
特
産
物

や
地
域
の
天
候
・
特
性
な
ど
を
活
か
し
た
農
産
物
の
選
定
な
ど
に
深

い
学
識
を
持
っ
て
い
た
︒
特
に
︑﹁
臺た
い

灣わ
ん

島と
う

は
我
帝
國
の
如に
ょ

意い

寶ほ
う

珠じ
ゅ

な
り
︒
そ
の
欲
す
る
所
に
従
ひ
︑
地
に
産
せ
ざ
る
な
し
﹂︵﹃
臺
灣
島

之
現
在
﹄︶と
あ
る
よ
う
に
︑﹁
熱
帯
農
業
﹂へ
の
関
心
が
深
く
︑
昭
和

十
四
～
十
五
年︵
一
九
三
九
～
一
九
四
〇
︶
に
刊
行
さ
れ
た﹃
大
谷
光

瑞
興
亜
計
画
﹄第
六
～
第
九
巻
に
収
載
さ
れ
た﹁
熱
帯
農
業
﹂は
農
学

者
・
光
瑞
の
見
識
を
示
す
大
著
と
な
っ
て
い
る
︒
そ
の
中
に
は
︑
以

下
の
よ
う
に
記
さ
れ
る
︒

﹁
国
民
全
部
の
信
頼
を
熱
帯
に
置
か
し
む
る
に
非
ざ
れ
ば
将
来
に

於
て
も
食
料
の
安
全
を
確
保
す
る
能
は
ず
︒
不
肖
興
亜
意
見
を
策
す

る
に
当
り
︑
食
料
の
確
保
に
熱
帯
農
業
を
挙
ぐ
る
所
以
な
り
と
す
︒

︵
中
略
︶最
有
利
な
る
熱
帯
を
有
效
に
使
用
す
る
は
農
業
者
の
任
務
な

り
と
す
︒﹂

最
近
︑
龍
谷
大
学
農
学
部
に
お
い
て﹃
熱
帯
農
業
﹄第
三
章﹁
土
壌
﹂

に
収
載
さ
れ
る﹁
熱
帯
農
業
の
奧
義
﹂
に
記
さ
れ
た
立
体
農
法
の
実

証
的
研
究
が
実
践
さ
れ
つ
つ
あ
る
︒ 

︵
三
谷
︶

農
事
者

昭和11年台湾屏東の砂糖園視察（『大乗』第15巻第5号）
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三さ
ん

夜や

荘そ
う

の
養よ

う

蜂ほ
う

道ど
う

具ぐ

大
谷
光
瑞
は
︑
ジ
ャ
ワ
島
に
お
い
て
大
正
末
期
に
養
蚕
を
試
験
的
に
実
施
し
︑
日

本
か
ら
も
専
門
技
師
を
招
聘
し
て
い
る
︒
し
か
し
︑
当
該
地
で
の
養
蚕
業
は
︑
蚕
の
発

育
と
桑
の
発
育
が
一
致
し
な
い
自
然
環
境
と
運
営
面
で
採
算
が
取
れ
な
く
事
業
化
を
断

念
し
た
と
言
わ
れ
て
い
る
︒
さ
ら
に
同
時
期
︑
光
瑞
は
ト
ル
コ
に
お
い
て
政
府
と
共
同

し
製
糸
︑
織
物
業
に
乗
り
出
し
て
い
る
︒
昭
和
八
年︵
一
九
三
三
︶
に
制
作
さ
れ
た
第

二
十
三
世
勝
如
宗
主
の
七
条
袈
裟︵
円
窓
内
に
花
鳥
︑
蓮
華
︑
孔
雀
を
織
り
交
ぜ
た
文

様
︶は
︑
大
谷
学
生
が
自
ら
養
蚕
し
た
絹
糸
で
仕
上
げ
ら
れ
て
い
る
と
言
う
︒

一
方
︑
養
蜂
に
つ
い
て
は
︑
大
正
期
に
関
東
庁
農
事
試
験
場
に
蜜
蜂
を
光
瑞
が
寄

贈
し
た
こ
と
や
上
海
無
憂
園
で
行
な
わ
れ
て
い
た
記
録
が
あ
る
︒
日
本
に
お
い
て
光
瑞

は
︑
各
地
の
養
蜂
や
養
蚕
関
連
の
施
設
の
視
察
に
赴
き
︑
伏
見
の
三
夜
荘
に
お
い
て
養

蚕
︑
養
蜂
の
研
究
を
進
め
た
︒
そ
の
状
況
を
知
る
資
料
が
︑
三
夜
荘
の
床
下
に
保
管
さ

れ
て
い
た
養
蜂
や
養
蚕
に
伴
う
道
具
類
で
あ
る
︒
図
版
に
見
る
養
蜂
の
道
具
は
巣す

箱ば
こ

︑

巣す

枠わ
く

︑
巣す

礎そ

︑
燻く
ん

煙え
ん

器き

で
あ
る
︒
か
つ
て
三
夜
荘
は
桜
の
名
所
と
し
て
有
名
で
︑
開
花

時
期
を
利
用
し
た
養
蜂
が
試
み
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
︒
こ
の
内
の
燻
煙
器
は
大
正

十
二
年︵
一
九
二
三
︶に
上
海
の
無
憂
園
内
大
乗
社
か
ら
刊
行
さ
れ
た
井い

尻じ
り

進す
す
む﹃

ボ
ロ
ブ

ド
ゥ
ル
﹄
の
裁
断
前
の
版
下
で
梱
包
さ
れ
て
い
た
︒
ま
た
︑
養
蚕
に
伴
う
飼
育
用
の
蚕さ
ん

箔ぱ
く

は
︑
三
夜
荘
二
階
の
屋
根
裏
に
並
置
さ
れ
利
用
さ
れ
て
い
た
と
言
う
︒ 

︵
和
田
︶

大
正
〜
昭
和
時
代

巣　
箱　
木
製　
縦
二
七・〇
×
横
二
二・〇
×
高
さ
一
五・五

燻
煙
器　
鉄
製　
縦
一
七・〇
×
横
一
〇・五
×
高
さ
二
三・〇
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大
谷
光
瑞
は
︑
明
治
四
十
四
年
～
大
正
三
年︵
一
九
一
一
～

一
九
一
四
︶
に
神
戸
六
甲
の
二に

楽ら
く

荘そ
う

内
に
武む

庫こ

仏ぶ
っ

教き
ょ
う

中ち
ゅ
う

学が
く

を
開
設

し
た
ほ
か
︑
大
正
七
年
～
昭
和
十
六
年︵
一
九
一
八
～
一
九
四
一
︶

に
か
け
て
︑﹁
大
谷
学
生
﹂
と
呼
ば
れ
る
学
生
を
独
自
の
方
法
に

よ
っ
て
選
抜
し
︑
中
国
︑
旅
順
や
台
湾
︑
高
雄
に
お
い
て
教
育
し

た
後
︑
世
界
各
地
に
派
遣
し
た
︒
旅り
ょ

順じ
ゅ
ん

策さ
く

進し
ん

書し
ょ

院い
ん

で
は
︑
授
業
科

目
と
し
て﹁
西せ
い

力り
ょ
く

東と
う

漸ざ
ん

史し

︑
東
洋
史
︑
独ど
い
つ乙

語ご

︑
農
業
︑
地
理
︑

英
語
︑
オ
ラ
ン
ダ
語
︑
数
学︵
代
数
幾
何
︶︑
漢
詩
︑
仏
教
概
論
︑

西
洋
史
︑
経
済
学
﹂
が
あ
り
︑
光
瑞
自
身
も
自
ら
教
壇
に
立
っ
て

﹁
西
力
東
漸
史
︑
東
洋
史
﹂
を
指
導
し
た
︒
旅
順
策
進
書
院
か
ら

高た
か

雄お

逍し
ょ
う

遙よ
う

園え
ん

ま
で
の
大
谷
学
生
数
は
︑
瑞
門
会
の
会
員
名
簿
に
よ

れ
ば
︑
合
計
二
三
八
名
で
あ
っ
た
と
言
う
︒ 

︵
三
谷
︶

教
育
者

武庫仏教中学策進団幹部員（『二楽荘写真帖』明治45年版）
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皆か
い

山や
ま

な
か
ア
ル
バ
ム

皆
山
家
は
︑
代
々
西
本
願
寺
の
紙
関
係
を
扱
う
商
家︵
皆か
い

山や
ま

三さ
ん

商し
ょ
う

店て
ん

・

皆か
い

山や
ま

三さ
ぶ
ろ
う
え
も
ん

郎
右
ヱ
門
︶で
あ
っ
た
︒
そ
の
関
係
か
ら
︑
皆
山
な
か︵
大
正
八
年

生
︶は
京
都
府
立
第
一
高
等
女
学
校︵
現
京
都
府
立
鴨お
う

沂き

高
等
学
校
︶在
学

中
か
ら
︑
大
谷
家
の
別
邸
で
あ
っ
た
伏
見
の
三
夜
荘
に
行
き
来
し
て
い

た
︒
そ
し
て
︑
昭
和
九
年︵
一
九
三
四
︶に
大
谷
学
生
と
し
て
入
学
し
た
︒

入
学
し
た
当
初
か
ら﹁
女
子
学
生
七
人
組
﹂
と
呼
ば
れ
た
よ
う
で
︑
大
谷

光
瑞
か
ら
付
け
ら
れ
た
ニ
ッ
ク
ネ
ー
ム
は﹁
ら
く
だ
﹂
で
あ
っ
た
︒
ア
ル

バ
ム
に
は
三
夜
荘
で
の
様
子
が
窺
え
る
多
く
の
写
真
が
綴
ら
れ
て
い
る
︒

ま
た
︑
皆
山
な
か
は
光
瑞
が
各
方
面
に
視
察
に
行
く
時
の
随
行
者
の
一
人

で
も
あ
り
︑
築
地
本
願
寺
や
大
連
周
水
子
の
浴
日
荘
に
訪
問
し
た
時
の
写

真
も
ア
ル
バ
ム
の
中
に
散
見
さ
れ
る
︒ 

︵
和
田
︶

大
正
〜
昭
和
時
代

紙
本

縦
一
八・二
×
横
二
六・〇
他

皆
山
三
商
店（
京
都
）蔵
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﹁
大お

お

谷た
に

学が
く

生せ
い

﹂関か
ん

連れ
ん

の
制せ

い

服ふ
く

と
付つ

け
襟え

り

大
正
三
年︵
一
九
一
四
︶に
二
楽
荘
を
退
去
し
た
大

谷
光
瑞
の
随
行
の
一
人
と
し
て
上
海
︑
イ
ン
ド
に
渡

航
し
た
武む

庫こ

仏ぶ
っ

教き
ょ
う

中ち
ゅ
う

学が
く

の
松ま
つ

尾お

善ぜ
ん

英え
い︵
明
治
三
十
一

年
生
︶
が
着
用
し
た
制
服
と
付
け
襟
で
あ
る
︒
松
尾

は
イ
ン
ド
で
マ
ラ
リ
ア
に
冒
さ
れ
発
熱
し
た
時
︑
光

瑞
に
背
負
わ
れ
た
︒
そ
の
時
の
こ
と
を﹁
猊
下
に
お

ん
ぶ
さ
れ
た
の
は
︑
わ
し
一
人
だ
﹂
と
自
慢
し
て
い

た
と
言
う
︒
そ
の
後
︑
大
正
六
年︵
一
九
一
七
︶に
南

洋
ジ
ャ
ワ
島
に
光
瑞
が
設
立
し
た
蘭
領
印
度
農
林

工
業
株
式
会
社
の
商
業
部
で
活
躍
し
︑
光
瑞
の
命

に
よ
り
九く

條じ
ょ
う

武た
け

子こ

の
夫
︑
九く

條じ
ょ
う

良よ
し

致む
ね

を
大
正
九
年

︵
一
九
二
〇
︶ロ
ン
ド
ン
の
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
に
迎

え
に
も
行
く
︒
そ
の
間
は
西
本
願
寺
の
室
内
部
で
執

務
を
と
り
︑
昭
和
九
年︵
一
九
三
四
︶築
地
本
願
寺
に

転
務
す
る
︒﹁
大
谷
学
生
﹂
と
は
︑
二
楽
荘
に
あ
っ

た
武む

庫こ

仏ぶ
っ

教き
ょ
う

中ち
ゅ
う

学が
く

か
ら
継
続
さ
れ
︑
光
瑞
か
ら
教
育

を
受
け
た
学
生
の
こ
と
で
あ
る
︒
旅
順
策
進
書
院
で

開
校
さ
れ
た
第
一
期
の
講
師
陣
に
は
堀ほ
り

賢ま
す

雄お

や
廣ひ
ろ

瀬せ

了り
ょ
う

乗じ
ょ
う︑
そ
し
て
松
尾
も
加
わ
っ
て
い
た
も
の
と
考
え

ら
れ
る
︒ 

︵
和
田
︶

大
正
時
代

麻
地

制
服　
着
丈
六
四・〇
×
袖
丈
五
四・〇

付
け
襟　
径
一
一・五

光
立
寺（
山
口
）蔵

旅り
ょ

行こ
う

用よ
う

鞄か
ば
ん（

大お
お

谷た
に

光こ
う

瑞ず
い

使し

用よ
う

）

松
尾
善
英
が
大
切
に
保
管
し
て
い
た
革
製
鞄
で
︑
鞄
の
上
面
や
側
面
に

は﹁T
A
JIM
A
H
A
L PA

LA
CE H

O
T
EL

﹂︵BO
M
BA
Y

︶等
の
旅
行
先

で
の
施
設
の
ラ
ベ
ル
が
貼
り
付
け
ら
れ
て
い
る
︒
ま
た
上
面
中
央
に
イ
ニ

シ
ャ
ル
と
考
え
ら
れ
る﹁K

.O

﹂︵
大
谷
光
瑞
︶が
白
色
で
記
さ
れ
て
い
る
︒

 

︵
和
田
︶

明
治
〜
大
正
時
代

革
製

縦
四
七・〇
×
横
五
二・〇
×
高
さ
三
五・〇

光
立
寺（
山
口
）蔵
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大
谷
光
瑞
は
中
国
古
陶
磁
研
究
の
中
で
︑
陶
磁
器
を
単
な
る
骨

董
的
な
視
点
か
ら
離
れ
︑
詳
細
な
遺
物
観
察
か
ら
派
生
す
る
型
式

論
や
編
年
学
へ
と
つ
な
げ
︑
様
式
︑
文
化
論
に
展
開
し
よ
う
と
し

た
︒
こ
れ
は
︑
ま
さ
に
考
古
学
的
研
究
の
手
法
で
あ
っ
た
︒

か
つ
て
︑
明
治
︑
大
正
期
の
日
本
に
お
け
る
中
国
古
陶
磁
器
の

研
究
は
︑
骨
董
的
な
観
点
や
文
献
史
料
か
ら
︑
そ
の
存
在
を
論
証

す
る
に
留
ま
っ
て
い
た
︒
し
か
し
︑
光
瑞
は
文
献
史
料
の
検
証
と

共
に
︑
実
物
の
資
料
を
基
本
に
陶
磁
器
の
器
形
︑
文
様
︑
製
作
技

法
︑
胎
土
な
ど
様
々
な
要
素
を
考
え
︑
文
献
史
料
に
よ
る
研
究
の

限
界
を
超
え
︑
中
国
古
陶
磁
研
究
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
た
︒

日
本
で
は
︑
遺
物
の
層
位
学
的
検
出
方
法
の
実
践
や
型
式
学
方

法
の
導
入
に
よ
っ
て
︑
縄
文
土
器
の
編
年
体
系
の
骨
組
み
が
確
立

し
よ
う
と
し
て
い
る
時
期
で
あ
っ
た
︒
こ
の
よ
う
な
背
景
の
中
︑

光
瑞
は
実
物
の
遺
物
を
中
心
に
︑
当
時
の
日
本
の
考
古
学
研
究
に

遅
れ
る
こ
と
な
く
︑
中
国
古
陶
磁
を
追
究
し
た
の
で
あ
る
︒

 

︵
和
田
︶

考
古
学
者

大谷探検隊による新疆スバシ故城の発掘風景（大正2年5月）
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陶と
う

器き

破は

片へ
ん（

小お

笠が
さ

原わ
ら

彰し
ょ
う

眞し
ん

資し

料り
ょ
う）

大
谷
光
瑞
の
中
国
古
陶
磁
器
の
研
究
に
お
い
て
︑
上
海
別
院
輪
番
で

あ
っ
た
小
笠
原
彰
眞︵
明
治
二
十
九
年
生
︶は
光
瑞
の
命
で
︑
杭
州
の
鳳
凰

山
付
近
に
遺
存
す
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
南な
ん

宋そ
う

官か
ん

窯よ
う︵

郊こ
う

壇だ
ん

下か

窯よ
う

︶の
調
査

を
実
施
し
︑
昭
和
五
年︵
一
九
三
〇
︶二
月
二
十
五
日
に
郊
壇
下
窯
の
遺
存

を
確
認
し
た
︒
調
査
に
は
︑
光
瑞
が
中
国
古
陶
磁
研
究
の
師
と
仰
ぐ
中な
か

尾お

万ま
ん

三ぞ
う

の﹁
注
意
書
﹂
を
携
え
て
踏
査
に
臨
ん
だ
と
言
う
︒
発
見
し
た
時
の

様
子
を﹁
私
の
腰
を
か
け
た
處
こ
そ
窯
跡
も
窯
跡
︑
窯
の
焚
口
で
あ
っ
た

の
に
は
思
わ
ず
奇
聲
を
発
し
た
こ
と
で
あ
っ
た
︒
破
片
一
千
余
を
得
て
凱

旋
を
奏
し
た
が
こ
れ
を
先
生︵
中
尾
万
三
︶に
知
ら
せ
た
時
ほ
ど
喜
ば
れ
た

こ
と
は
な
か
っ
た
﹂
と
回
顧
し
て
い
る
︒
郊
壇
下
窯
と
は
中
国
・
南
宋
時

代︵
一
一
二
七
～
一
二
七
九
︶の
都
で
あ
っ
た
臨
安︵
現
在
の
浙
江
省
杭
州
︶

に
設
置
さ
れ
た
︑
宮
廷
専
用
の
製
品
を
生
産
す
る
窯
︑
い
わ
ゆ
る﹁
南
宋

官
窯
﹂
の
一
つ
で
あ
る
︒
小
笠
原
は
︑
二
楽
荘
に
あ
っ
た
武む

庫こ

仏ぶ
っ

教き
ょ
う

中ち
ゅ
う

学が
く

を
卒
業
し
た
人
物
で
︑
同
期
生
に
は
廣ひ
ろ

瀬せ

了り
ょ
う

乗じ
ょ
う︑
花は
な

山や
ま

信し
ん

勝し
ょ
う︑
森も
り

瀬せ

雷ら
い

城じ
ょ
う

等
が
在
籍
し
て
い
た
︒ 

︵
和
田
︶

中
国
・
南
宋
時
代（
十
二
〜
十
三
世
紀
）

陶
器

陶
器
ケ
ー
ス　
縦
二
三・五
×
横
二
三・五
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陶と
う

器き

嵌は

め
込こ

み
扁へ

ん

額が
く（

中な
か

尾お

万ま
ん

三ぞ
う

資し

料り
ょ
う）

大
谷
光
瑞
の
多
才
さ
は
︑
陶
磁
器
に
も
及
び
︑﹃
支し

那な

古こ

陶と
う

瓷じ

﹄の
解
説
は
実
に
微

に
入
り
細
に
入
る
︒
殷
︑
周
の
古
陶
に
始
ま
り
︑
唐
︑
宋
︑
元
を
経
て
明
︑
清
に
至

る
解
説
は
︑
昭
和
初
期
の
当
時
と
し
て
も
一
流
で
あ
る
が
︑
現
在
に
至
る
も
少
々
の

時
代
の
限
界
は
あ
る
が
︑
殆
ど
遜
色
が
な
い
と
い
っ
て
い
い
︒
自
身
の
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
に
つ
い
て
も﹁
不
肖
ハ
定
窯
ヲ
愛
セ
リ
﹂
の
北
宋
官
窯
皿
や
︑
南
宋
官
窯
の
郊
壇

下
窯
の
陶
片
︑
龍
り
ゅ
う

泉せ
ん

窯よ
う

青せ
い

磁じ

鉢は
ち

に
及
ぶ
︒

こ
こ
に
本
草
学
者
︑
中
国
陶
磁
器
研
究
者
で
あ
る
中
尾
万
三
博
士︵
一
八
八
二
～

一
九
三
六
︶
の
旧
蔵
せ
る
宋
青
磁
陶
片
が
あ
る
︒
中
尾
博
士
は
当
時
中
国
陶
磁
研
究

の
第
一
人
者
で﹃
支
那
陶
磁
源
流
考
﹄等
の
著
作
が
あ
り
︑﹃
支し

那な

古こ

陶と
う

瓷じ

﹄
に
深
く

関
わ
り
︑
そ
の
監
修
的
存
在
で
あ
っ
た
︒

中
尾
博
士
の
旧
蔵
し
た
こ
の﹁
汝じ
ょ

窯よ
う

陶と
う

片へ
ん

﹂
は
些
か
複
雑
で
あ
る
︒
光
瑞
が
人
を

使
っ
て
発
掘
し
た
汝
窯
址︵
河
南
省
︶
か
ら
採
取
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
︑
陶
片
に
は

﹁
赤
い
窯
変
﹂
が
あ
り
︑
現
在
こ
れ
ら
は
︑
汝
窯
片
と
は
言
い
難
く
︑
同
じ
く
河
南

省
内
で
焼
成
さ
れ
た
後
代
の
鈞き
ん︵
均
︶窯よ
う

陶
片
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
︒
と
こ
ろ
が

﹃
支
那
古
陶
瓷
﹄で
は
︑﹁
不
肖
ノ
有
セ
ル
汝
州
窯
跡
ノ
破
片
ノ
如
キ
ハ︵
中
略
︶藤
花

紫
ノ
如
キ
︑
無
花
果
紫
ノ
如
キ
幾
多
ノ
色
ア
リ
︒
又
︑
青
中
ニ
紫
紅
色
︑
紅
色
ノ
変

色
ヲ
ナ
セ
ル
ア
リ
︒
一
概
ニ
天
青
ヲ
以
テ
論
ジ
去
ル
能
ハ
ズ
︒﹂
と
し
て
い
る
の
で

あ
る
︒
現
在
︑北
宋
汝
窯
と
見
ら
れ
る
伝
世
完
器
は
公
的
に
七
十
数
点
が
認
識
さ
れ
︑

そ
の
い
ず
れ
も
︑
い
わ
ゆ
る﹁
紫
紅
色
・
紅
色
﹂
の
窯
変
は
見
ら
れ
ず
︑
汝
窯
に
比

し
て
多
大
の
完
器
を
伝
世
す
る
鈞
窯
に
こ
そ
︑
こ
の
窯
変
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
︒

二
十
一
世
紀
に
入
り
︑
汝
窯
を
は
じ
め
中
国
陶
磁
の
新
た
な
研
究
が
展
開
し
て
い

る
が
︑
現
在
汝
窯
址
発
掘
の
こ
れ
ら
の
鈞
窯
的
陶
片
は
︑
臨
汝
窯
と
い
わ
れ
る
民
窯

か
︑
あ
る
い
は
汝
窯
盛
期
を
や
や
下
っ
た
時
代
︑
い
わ
ゆ
る
金
・
元
あ
る
い
は
明
代

に
汝
窯
に
て
焼
成
さ
れ
た
と
見
な
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
︒ 

︵
掬
月
︶

中
国
・
宋
時
代（
十
〜
十
三
世
紀
）

陶
器

縦
九
三・〇
×
横
三
九・〇

個
人
蔵

表面裏面
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大お
お

谷た
に

光こ
う

瑞ず
い

書し
ょ

簡か
ん

伏
見
の
三
夜
荘
で
記
さ
れ
た
中
尾
万
三

宛
の
書
簡
で
あ
る
︒
肉
眼
観
察
で
疑
義
の

持
た
れ
る
中
国
古
窯
陶
磁
の
識
別
に
つ
い

て
︑
紫
外
線
に
お
い
て
各
陶
磁
が
発
す
る

独
特
の
色
調
に
よ
っ
て
︑
客
観
的
に
古
窯

を
特
定
す
る
方
法
を
探
り
出
し
た
こ
と
が

記
さ
れ
て
い
る
︒
そ
し
て
︑
こ
の
書
簡
に

同
封
さ
れ
て
い
た
の
が
︑
大
谷
光
瑞
述
と

し
て
ま
と
め
ら
れ
た﹁
紫
外
光
線
デ
ミ
タ

各
種
陶と
う

瓷じ

色し
き

別べ
つ

﹂
の
表
で
あ
る
︒
こ
の
紫

外
線
判
別
法
に
つ
い
て
は
︑﹃
支し

那な

古こ

陶と
う

瓷じ

﹄
に
お
い
て
も
︑﹁
鑑
賞
﹂
と
し
て
一
項

目
を
設
け
︑
そ
の
有
用
性
が
述
べ
ら
れ
て

い
る
︒ 

︵
和
田
︶

昭
和
四
年（
一
九
二
九
）五
月
十
一
日

紙
本

縦
二
四・〇
×
横
一
六・〇

個
人
蔵

﹃
支し

那な

古こ

陶と
う

瓷じ

﹄

本
書
は
︑
帙ち
つ

装そ
う

丁て
い

に
本
文
︑
図
版
目

録
並
び
に
解
説
書
を
ま
と
め
た
和
装
本

と
︑
別
紙
図
版︵
原
色
版
二
十
五
葉
︑
コ

ロ
タ
イ
プ
版
十
二
葉
︶
か
ら
構
成
さ
れ
て

い
る
︒
本
文
は
︑
夏
︑
殷
︑
周
時
代
の
陶

器
か
ら
清
︑
中
華
民
国
に
及
ぶ
陶
磁
器
を

系
列
的
に
概
説
し
て
い
る
︒
本
書
は
︑
大

正
期
の
中
国
陶
磁
研
究
を
︑
科
学
的
か
つ

考
古
学
的
な
側
面
か
ら
さ
ら
に
一
歩
進
め

た
︑
大
谷
光
瑞
の
中
国
古
陶
磁
研
究
の
集

大
成
で
あ
っ
た
︒
光
瑞
は
本
文﹁
鑑
賞
﹂

に
お
い
て
︑﹁
眞
品
の
破
片
は
︑
古
瓷
の

度
量
衡
な
り
﹂
と
破
片
の
重
要
性
を
指
摘

し
︑
破
片
の
肉
眼
観
察
と
共
に
顕
微
鏡
観

察
︑
そ
し
て
紫
外
線
に
よ
る
色
調
観
察
を

併
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
︑
資
料
の
真
贋

と
窯
の
比
定
が
可
能
に
な
る
と
述
べ
て
い

る
︒
さ
ら
に
︑
大
型
の
破
片
や
完
形
品
か

ら
器
種
︑
器
形
を
考
慮
し
︑
よ
り
正
確
性

を
高
め
る
こ
と
を
強
調
し
た
︒
こ
の
書
は

中
国
古
陶
磁
の
研
究
上
︑
研
究
史
に
終
わ

る
こ
と
な
く
︑
現
在
で
も
通
用
す
る
内
容

を
有
し
て
い
る
︒ 

︵
和
田
︶

昭
和
七
年（
一
九
三
二
）四
月
十
日

紙
本
冊
子

縦
二
六・一
×
横
一
八・九
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龍
谷
大
学
は
︑
大
正
三
年︵
一
九
一
四
︶か
ら
大
正
十
一
年︵
一
九
二
二
︶に
か
け
て
冨ふ

山ざ
ん

房ぼ
う

か
ら

﹃
佛ぶ
っ

教き
ょ
う

大だ
い

辭じ

彙い

﹄全
三
巻
を
刊
行
す
る
︒
大
谷
光
瑞
の
指
示
に
よ
る
宗
祖
六
五
〇
回
大
遠
忌
法
要

記
念
の﹃
真し
ん

宗し
ゅ
う

大だ
い

辞じ

彙い

﹄
の
編
纂
が
機
縁
と
な
っ
て
い
る
︒
完
成
し
た
刊
本
は
︑
大
判
の
石
版
刷

り
の
複
数
の
地
図
と
多
く
の
写
真
図
版︵
コ
ロ
タ
イ
プ
と
網
版
︶を
挿
入
し
た
異
例
の
辞
典
で
あ
っ

た
︒
編
纂
当
時
の
地
誌
学
・
地
理
学
・
地
図
技
法
の
粋
を
凝
縮
し
た
も
の
と
な
り
︑
光
瑞
の
的
確

な
指
示
が
あ
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
︒
光
瑞
と
地
誌
学
・
地
理
学
へ
の
邂
逅
に
つ
い
て
は
︑
明

治
三
十
二
年︵
一
八
九
九
︶か
ら
の
清
国
巡
遊
の
報
告
を
イ
ギ
リ
ス
王
立
地
理
学
協
会︵T
he Royal 

Geographical Society

︶に
行
っ
た
こ
と
を
嚆
矢
と
す
る
︒

国
内
に
お
い
て
は
︑
明
治
四
十
一
年︵
一
九
〇
八
︶十
月
の
旧
図
書
館
開
設
に
際
し
て
光
瑞
自
ら

印
度
地
誌
で
あ
る〝T

he Im
perial Gazetteer of India

〟全
二
十
四
巻
を
寄
贈
し
︑
大
学
図
書

館
に
お
け
る
基
本
文
献
の
充
実
を
示
し
た
︒
同
地
誌
は
︑
イ
ギ
リ
ス
・
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
で
明

治
四
十
年
刊
行
さ
れ
た
ば
か
り
で
あ
り
︑
多
色
印
刷
の
地
図
を
挿
入
し
た
当
時
の
印
度
地
誌
・
地

図
の
決
定
版
と
い
え
る
も
の
で
あ
っ
た
︒

続
く
︑
明
治
四
十
一
年
十
一
月
に
は
︑
光
瑞
の
尽
力
に
よ
り
東
京
地
学
協
会
招
聘
の
ヘ
デ
ィ
ン

の
講
演
が
︑
東
京
・
京
都
で
行
わ
れ
た
︒

京
都
の
講
演
で
は
︑
京
都
帝
国
大
学
と
協
力
し
︑
地
理
・
地
誌
の
特
別
展
観
が
行
わ
れ
︑
ヘ
デ
ィ

ン
の〝T

hrough A
sia Central A

sia and T
ibet.

〟 

は
じ
め
七
著
書
と
山
岳
︑
湖
沼
図
︑
見
取

り
図
含
む
百
八
枚
の
稿
図
が
出
陳
さ
れ
た
︒
さ
ら
に
各
国
の
探
検
隊
に
よ
る
中
央
ア
ジ
ア
お
よ
び

西
蔵
探
検
報
告
二
十
二
編
︑
こ
の
中
に
は
︑
今
回
展
観
す
る J.L. D

utreuil de Rhins 
のA

sie 
centrale ︵T

hibet

︶ 

や
明
治
四
十
年
の
ス
タ
イ
ン
のA

ncient K
hotan

︵
地
図
部
分
の
み
展
観
︶を

含
み
︑
地
誌
に
つ
い
て
は
︑
清
代
の
徐
松
が
記
し
た
西
域
水
道
記
を
は
じ
め
と
し
て
多
く
の
漢
文

刊
本
︑
と
り
わ
け
本
願
寺
か
ら
の
出
陳
と
し
て
龍
蔵
本
仏
国
記
︑
龍
蔵
本
大
唐
西
域
記
を
始
め
と

し
た
現
在
の
龍
谷
大
学
図
書
館
を
代
表
す
る
多
く
の
地
誌
学
分
野
の
貴
重
書
の
展
観
が
な
さ
れ
た
︒

こ
こ
か
ら
︑
伝
統
的
地
誌
学
の
造
詣
を
基
本
と
す
る
︑
近
代
的
地
誌
・
地
理
学
お
よ
び
地
図
に

対
し
て
の
深
い
関
心
が
見
て
取
れ
る
︒ 

︵
岡
田
︶

地
理
学
者

イギリス・ブライトンでの大谷光瑞　26歳（明治34年（1901）8月22日）
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シ
ル
ク
ロ
ー
ド
踏と

う

査さ

地ち

図ず

（
Ａ
・
Ｂ
）

Chinese T
urkestan and　

K
ansu K

un-Lun R
ange　

Chinese T
urkestan

オ
ー
レ
ル
・
ス
タ
イ
ン︵
一
八
六
二
～
一
九
四
三
︶
が
︑T

he Royal Geographical Society

の
学
会
誌 

〝T
he 

Geographical Journal, V
ol. 37, N

o. 3. (M
ar., 1911)

〟pp. 275-280.

に
︑〝N

ote on M
aps Illustrating D

r. Stein

ʼ

s Explorations in Chinese T
urkestan and K

ansu

〟と
題
し
て
寄
稿
し
た
報
告
書
中
の
地
図
︒
タ
ク
ラ
マ
カ
ン
砂
漠

を
中
心
と
し
た
地
図︵
三
〇
〇
万
分
の
一
︶と
︑
崑
崙
山
脈
を
中
心
と
し
た
地
図︵
一
〇
〇
万
分
の
一
︶︒
地
図
中
に
は
︑
明
治

三
十
九
年︵
一
九
〇
六
︶か
ら
明
治
四
十
一
年︵
一
九
〇
八
︶に
か
け
て
の
踏
査
ル
ー
ト
を
赤
色
実
線
で
︑
赤
字
で
遺
跡
が
記
さ

れ
て
い
る
︒ 

︵
岡
田
︶

Aurel	Stein

作
製　
一
九
一
一
年
刊　
Ａ
図　
縦
四
二・三
×
横
九
四・八　
Ｂ
図　
縦
三
五・五
×
横
六
一・八

中ち
ゅ
う

央お
う

ア
ジ
ア
地ち

図ず

（
Ｃ
）

A
sie centrale （T

hibet

）

十
九
世
紀
末
の
中
央
ア
ジ
ア
地
図　

地
理
学
者
︑
地
図
製
作
者
のJules D

utreuil de Rhins ︵
一
八
四
六
～
一
八
九
四
︶

は
︑
先
に
ベ
ト
ナ
ム
の
地
図
を
作
成
し
︑
さ
ら
にFernand Grenard 

と
共
に
ホ
ー
タ
ン
︑
中
国
領
ト
ル
キ
ス
タ
ン
︑
モ

ン
ゴ
ル
そ
し
て
チ
ベ
ッ
ト
に
い
た
る
ル
ー
ト
を
開
拓
し
た
︒

中
央
ア
ジ
ア
地
図
は
︑
大
谷
探
検
隊
第
二
次
・
第
三
次
探
検
隊
踏
査
の
ロ
プ
・
ノ
ー
ル
地
域
を
記
載
し
て
お
り
︑
法
顕︵
実

線
︶︑
玄
奘︵
一
点
鎖
線
︶︑
シ
ャ
ー
・
ル
フ︵
英
文
表
記
：Shah Rukh 

2
本
実
線
︶︑
マ
ル
コ
ポ
ー
ロ︵
二
本
実
線
︶の
ル
ー

ト
も
記
載
さ
れ
て
い
る
︒ 

︵
岡
田
︶

Asie	centrale	(Thibet)
J.L.	Dutreuil	de	Rhins

著　
一
八
八
九
年　
フ
ラ
ン
ス
・
パ
リ
刊

縦
六
〇・〇
×
横
八
九・九

第だ
い

二に

次じ

・
第だ

い

三さ
ん

次じ

大お
お

谷た
に

探た
ん

検け
ん

隊た
い

踏と
う

査さ

地ち

図ず

（
Ｄ
）

SKETCH M
AP ILLUSTRATING A PORTION OF THE TAKLA-M

AKAN AND LOB DESERT (1911-1912)

T
he Royal Geographical Society 

に
︑
大
正
七
年︵
一
九
一
八
︶二
月
二
十
日
提
出
さ
れ
た
地
図
︒

大
谷
光
瑞
著
の﹃
旅
行
教
範
﹄に
は﹁
角
度
・
方
位
ハ
厳
ニ
羅
針
盤
ニ
ヨ
リ
記
シ
遠
距
離
ニ
在
ル
山
脈
ハ
目
測
ニ
ヨ
リ
大
凡

距
離
高
度
﹂
と
の
記
載
が
あ
る
︒
本
地
図
に
は
︑
同
指
示
に
対
応
す
る
報
告
が
多
く
み
ら
れ
︑
寒
暖
計
と
風
向
計
に
よ
る
計

測
結
果
を
一
日
単
位
で
青
色
イ
ン
ク
で
記
載
し
て
い
る
︒

地
図
の
記
載
事
項〝SY

M
BO
LS

〟と
し
て
︑
丘
や
山
な
ど
の
顕
著
な
地
形
特
徴
だ
け
で
な
く
︑
植
生
や
河
川
︑
湖
に
つ
い

て
の
記
載
︑
気
象
に
つ
い
て
五
段
階
に
示
す
な
ど
︑
探
検
隊
踏
査
地
図
と
し
て
精
緻
な
記
録
で
あ
る
︒ 

︵
岡
田
︶

橘た
ち
ば
な

瑞ず
い

超ち
ょ
う

作
製　
大
正
七
年（
一
九
一
八
）二
月
二
〇
日　

The	Royal	G
eographical	Society　

縦
六
〇・〇
×
横
六
〇・〇　
個
人
蔵

A
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D

B

C
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大
谷
光
瑞
は
︑
従
来
の
伝
統
的
仏
教
学
に
対
し
て
︑
最
先
端
の

文
献
学
的
研
究
方
法
と
し
て
︑
特
に
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語︵
梵
語
︶

典
籍
の
読
解
研
究
の
重
要
性
を
見
出
し
て
い
た
︒
サ
ン
ス
ク
リ
ッ

ト
語
聖
典
の
翻
訳
研
究
を
目
的
と
し
て
︑
大
正
八
年︵
一
九
一
九
︶

に﹁
光
寿
会
﹂
を
創
設
し
︑﹁
梵ぼ
ん

文ぶ
ん

無む

量り
ょ
う

光こ
う

如に
ょ

来ら
い

安あ
ん

楽ら
く

荘そ
う

厳ご
ん

経き
ょ
う﹂︑

﹁
梵ぼ
ん

文ぶ
ん

邦ほ
う

訳や
く

金こ
ん

光こ
う

明み
ょ
う

最さ
い

勝し
ょ
う

王お
う

経き
ょ
う﹂︑﹁
梵ぼ
ん

文ぶ
ん

邦ほ
う

訳や
く

入に
ゅ
う

楞り
ょ
う

伽が

経き
ょ
う﹂
な
ど

の
日
本
語
訳
や
︑﹁
大だ
い

薩さ
つ

遮し
ゃ

尼に

乾け
ん

子し

所し
ょ

説せ
つ

経き
ょ
う﹂︑﹁
不ふ

空く
う

羂け
ん

索さ
く

神し
ん

変ぺ
ん

真し
ん

言ご
ん

経き
ょ
う﹂︑﹁

大だ
い

方ほ
う

広こ
う

仏ぶ
つ

荘そ
う

厳ご
ん

経き
ょ
う﹂

な
ど
多
く
の
講
演
録
を
出
版
し

て
い
る
︒

サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
の
ほ
か
︑
チ
ベ
ッ
ト
語
訳
や
ウ
イ
グ
ル
語

訳
な
ど
多
く
の
言
語
の
翻
訳
仏
典︵
特
に
浄
土
三
部
経
︶に
関
し
て

も
関
心
を
も
ち
︑
青あ
お

木き

文ぶ
ん

教き
ょ
う

や
橘
た
ち
ば
な

瑞ず
い

超ち
ょ
うら

の
先
駆
的
業
績
が
特

筆
さ
れ
る
︒ 

︵
三
谷
︶

梵
語
研
究
者

三夜荘の大谷光瑞書斎（『大乗』第10巻第1号）
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鏡き
ょ
う

如に
ょ

上し
ょ
う

人に
ん

御ご

自じ

筆ひ
つ

梵ぼ
ん

語ご

本
資
料
は
︑
梵
字︵
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
文
字
︶
の
み
記
し
た
も
の

︵
大
谷
光
瑞
執
事
箋
︶一
通
︑
そ
の
ロ
ー
マ
ナ
イ
ズ
一
通
︑
語
義
を
英

文
で
記
し
た
メ
モ
二
通
か
ら
な
る
資
料
で
あ
る
︒
封
筒
に
は
︑
下
記

の
よ
う
な
記
載
が
あ
る
︒

﹁
鏡
如
上
人
御
自
筆

梵
語︵
大
経
下
巻　

如
獅
子
王
無
所
畏
故
の
原
語
︶

昭
和
廿
五
年
十
月
五
日

鏡
如
上
人
三
周
忌
記
念
追
慕
展
ニ
出
陳
後

所
蔵
者
藪
内
紹
智
氏
ヨ
リ
寄
贈
セ
ラ
ル
﹂

sim
ham
rgarājasadrśā vikram

avaiśāradadyāsam
trastayāh

獅
子　

獣　
　

王
の
如
く　
　

勇
猛　
　

無
畏　
　
　

無
懼　
の
性
あ
り

漢
訳﹃
無
量
寿
経
﹄巻
下
の
該
当
箇
所
が﹁
如
獅
子
王
無
所
畏
故
﹂

と
記
載
さ
れ
る
︒
大
正
蔵
の
該
当
箇
所
は
︑
第
十
二
巻
︑
二
七
四
頁

上
段
二
九
行
目
で
あ
る
︒

特
に
浄
土
真
宗
に
お
い
て
所
依
の
経
典
で
あ
る﹁
浄
土
三
部
経
﹂

の
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
本
の
発
見
と
研
究
に
情
熱
を
傾
け
︑
多
く
の
著

作
に
そ
の
学
識
が
反
映
さ
れ
て
い
る
︒
本
資
料
は
︑
そ
の
過
程
で
得

ら
れ
た
知
見
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
メ
モ
で
あ
ろ
う
︒ 

︵
三
谷
︶

大
正
〜
昭
和
時
代

紙
本（
四
通
台
紙
貼
付
）封
筒
一
点

台
紙	

縦
二
六・五
×
横
一
九・三

封
筒	

縦
三
二・八
×
横
二
六・六
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大
谷
光
瑞
の
父
・
明
如
宗
主︵
大
谷
光
尊
︶時
代
か
ら
︑
伏
見
の
三
夜
荘

で
は
よ
く
歌
会
が
披
講
さ
れ
て
い
た
︒
宮く

内な
い

省し
ょ
う

御お

歌う
た

所ど
こ
ろ

寄よ
り

人う
ど

の
阪ば
ん

正ま
さ

臣お
み

や

大お
お

口ぐ
ち

鯛た
い

二じ

を
迎
え
︑
題
者︵
歌
題
の
提
出
者
︶︑
点
者︵
判
定
者
︶︑
講
師︵
和

歌
を
読
み
上
げ
る
者
︶︑
読
師︵
進
行
役
︶︑
発
声︵
節
を
付
け
て
歌
う
役
︶︑

講
頌︵
第
二
句
か
ら
合
唱
に
加
わ
る
者
︶︑
奉
行︵
歌
会
の
ま
と
め
役
︶に
分

か
れ
本
格
的
に
行
わ
れ
た
︒
歌
会
の
記
念
と
し
て
三
夜
荘
で
撮
影
さ
れ
た

集
合
写
真
に
は
︑
大
口
鯛
二
を
中
心
に
参
加
者
が
写
り
込
ん
で
い
る
︒

と
こ
ろ
で
︑
鏡
如
宗
主
は
︑
詞
藻
に
富
み
和
歌
に
秀
で
た
父
・
明
如
宗

主
七
回
忌
の
時
に
︑
大
口
鯛
二
に
依
嘱
し
て
明
如
宗
主
の
和
歌
千
数
百
首

を
選
び﹃
六
華
集
﹄上
下
二
巻
を
刊
行
し
た
︒
今
回
の
展
示
で
は
︑
三
夜

荘
で
の
歌
会
に
参
加
し
て
い
た
松ま
つ

下し
た

観か
ん

雅が

の
短
冊
資
料
を
紹
介
す
る
︒

 

︵
和
田
︶

三
夜
荘
で
の
歌
会

甲
斐
和
里
子

上
原
芳
太
郎

朝
倉
明
宣

藤
枝
澤
通

大
谷
藤
子

大
谷
武
子

大
谷
籌
子

大
谷
紝
子

木
辺
静
子

湯
川
良
之
助

松
下
観
雅

大
口
鯛
二

五
　
特
別
出
陳

三夜荘での歌会の集合写真（照恩寺蔵）
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三さ
ん

夜や

荘そ
う

歌う
た

会か
い

関か
ん

係け
い

者し
ゃ

の
短た

ん

冊ざ
く

伏
見
の
三
夜
荘
の
歌
会
に
参
加
し
て
い

た
一
人
︑
松ま
つ

下し
た

観か
ん

雅が
︵
明
治
四
年
生
︶の
自

坊
で
あ
る
祐
西
寺
の
寂
じ
ゃ
く

静じ
ょ
う

閣か
く

文ぶ
ん

庫こ

に
は
︑

歌
道
に
秀
で
た
観
雅
を
物
語
る
詠
歌
や
歌

会
に
関
わ
っ
た
人
た
ち
の
短
冊
が
大
切

に
保
管
さ
れ
て
い
る
︒
明
治
二
十
八
年

︵
一
八
九
五
︶︑
観
雅
は
祐
西
寺
第
十
一
世

住
職
を
継
承
し
︑
西
本
願
寺
奉
仕
局
室
内

部
員
や
仏
教
大
学︵
現
龍
谷
大
学
︶講
師
も

歴
任
し
た
︒
宗
学
は
も
と
よ
り
歌
道
︑
梵ぼ
ん

唄ば
い

︑
茶
道
に
才
を
発
揮
し
︑
生
涯
の
詠
歌

の
数
は
八
百
余
首
に
及
ぶ
と
言
う
︒

 

︵
和
田
︶

明
治
〜
昭
和
時
代

紙
本

各
縦
三
六・三
×
横
六・一

祐
西
寺（
京
都
）蔵

﹃
歌う

た

の
し
た
か
き
﹄・﹃
詠え

い

草そ
う

﹄

上う
え

原は
ら

芳よ
し

太た

郎ろ
う

の
自
詠
和
歌
の
草
稿

で
あ
る
︒
上
原
芳
太
郎︵
明
治
三
年

生
︶
は
光
瑞
の
幼
少
期
か
ら
の
近
侍

で
︑
後
に
西
本
願
寺
室
内
部
長
を
務

め
︑﹁
本
山
の
歴
史
︑
慣
例
等
に
精

通
す
る
第
一
人
者
﹂
と
評
さ
れ
た
人

物
で
あ
る
︒﹃
歌
の
し
た
か
き
﹄始

頁
に
は
和
歌
の
題
目﹁
栽
梅　
明
治

四
十
一
年
﹂
と
記
さ
れ
て
い
る
︒
朱

書
き
で
添
削
し
た
多
数
の
自
詠
和
歌

の
他
に
大お
お

口ぐ
ち

鯛た
い

二じ

︑
大お
お

谷た
に

武た
け

子こ

︑
松

下
観
雅
︑
痴ち

山ざ
ん

義ぎ

亮り
ょ
う

等
の
和
歌
も
記

さ
れ
て
い
る
︒
ま
た
︑
三
夜
荘
で
披

講
さ
れ
た
歌
会
の
題
目﹁
春
風
﹂
や

題
目﹁
高
山
植
物
﹂
に
対
す
る
質
疑

内
容
も
綴
ら
れ
て
い
る
︒
上
原
の
号

は﹁
清
隂
﹂︑﹁
夢
山
﹂
と
称
す
る
︒

 

︵
和
田
︶

明
治
時
代

紙
本
和
綴

各
縦
一
三・一
×
横
一
九・〇
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六
　
大
谷
光
瑞
肖
像
と
遺
品

大谷光瑞肖像写真　60歳（昭和10年）
『臺灣島之現在』巻頭写真より
『臺灣島之現在』の校正中の築地本願寺居室（現貴賓室）
にて撮影された写真。

大谷光瑞肖像写真　72歳（昭和22年）
大分県別府市鉄輪で静養する大谷光瑞。
昭和23年10月5日遷化。

大谷光瑞肖像写真　27歳（明治35年）
イギリス・ロンドン留学時の大谷光瑞
明治35年8月15日に帰路を利用し西域、印度へ仏蹟探
検（大谷探検隊）に出発。

大谷光瑞肖像写真　46歳（大正10年）
大正11年には上海の無憂園が落成し、「光寿会」の本部
が置かれた。そして、雑誌『大乗』が創刊した頃の写真。
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七し
ち

条じ
ょ
う

袈け

裟さ

・
横お

う

被ひ

・
修し

ゅ

多た

羅ら

鏡
如
宗
主
が
着
用
し
た
法
衣
で
あ
る
︒
七
条
袈
裟
の
縁
は
︑
金
通
し
仕
上
げ
で
桐︵
紫
色
︶と
竹︵
白
色
・

紫
色
︶を
組
み
合
わ
せ
︑
甲
の
部
分︵
甲
地
︶は
︑
大
型
の
白
・
葵
色
の
菊
花
文
と
︑
菊
花
文
を
取
り
巻
く

よ
う
に
唐
草
文
が
配
さ
れ
て
い
る
︒
特
に
地
文
は
段
染
め
に
よ
っ
て
仕
上
げ
ら
れ
て
い
る
︒
菊
花
文
の
花

弁
に
は
ダ
ル
マ
糸
が
使
用
さ
れ
︑
花
弁
に
厚
み
を
持
た
せ
立
体
感
を
表
出
し
て
い
る
︒
花
弁
の
縁
取
り
は

平
金
仕
上
げ
で
あ
る
︒
現
在
の
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
の
服
制
は
︑
明
治
四
十
一
年︵
一
九
〇
八
︶の
鏡
如
宗

主
の
時
に
改
正
さ
れ
た﹁
服
装
規
則
﹂が
基
礎
と
な
り
︑
七
条
袈
裟
を
最
高
の
礼
装
と
し
た
︒ 

︵
和
田
︶

明
治
時
代

絹
地

七
条
袈
裟　
縦
二
二
〇・一
×
横
一
二
五・〇
、
横
被　
縦
一
六
六・〇
×
横
四
二・五

修
多
羅　
縦
二
二
一・〇
×
横
一
六・五

大
谷
記
念
館
蔵

大お
お

谷た
に

宗そ
う

家け

寄き

贈ぞ
う

目も
く

録ろ
く

昭
和
三
十
六
年︵
一
九
六
一
︶十
一
月
二
十
五

日
に
大
谷
宗
家
か
ら
大
分
県
の
本
願
寺
別
府
別

院
に
︑
鏡
如
宗
主
の
御
染
筆
や
御
依
用
品
が
贈

ら
れ
た
時
の
目
録
で
あ
る
︒
大
谷
光
瑞
は
別
府

市
鉄か
ん

輪な
わ

の
地
で
遷
化
し
︑
別
府
別
院
本
堂
に
お

い
て
通
夜
が
営
ま
れ
た
︒
そ
の
由
縁
も
あ
り
︑

本
堂
に
分
骨
が
安
置
さ
れ
︑
毎
年
十
月
三
日
～

五
日
に﹁
鏡
如
忌
﹂
の
法
要
が
修
行
さ
れ
て
い

る
︒
別
院
境
内
に
は
大
谷
光
瑞
を
顕
彰
す
る
大

谷
記
念
館
あ
り
︑
遺
品
や
大
谷
探
検
隊
の
資
料

が
公
開
さ
れ
て
い
る
︒ 

︵
和
田
︶

昭
和
時
代

紙
本

縦
二
二・〇
×
横
五
三・〇

大
谷
記
念
館
蔵
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大お
お

谷た
に

光こ
う

瑞ず
い

書し
ょ

①
は
︑
大
谷
光
瑞
十
歳
の
頃
︑
前
漢
の
学
者
で
あ
る
劉
り
ゅ
う

向き
ょ
う︵

前
七
九
～
前
八
︶

が
編
纂
し
た
前
賢
先
哲
の
故
事
説
話
集﹃
説ぜ
い

苑え
ん

﹄第
十
六
巻
の
一
節
を
墨
書
し

た
も
の
で
あ
る
︒
落
款
に
は
︑
長
方
形
朱
字﹁
乙
酉
翰
墨
﹂︵
乙
酉
＝
明
治
十
八

年
︶方
形
白
字﹁
大
谷
阿
峻
﹂︵
光
瑞
の
幼
名
峻と
し

磨ま
ろ

︶と
あ
り
︑
幼
少
期
の
書
で
あ

る
こ
と
が
分
か
る
︒
幼
少
期
の
光
瑞
は
︑﹃
孝
経
﹄
な
ど
の
素
読
や
︑
西
本
願

寺
の
要
職
を
歴
任
し
た
水み
ず

原も
と

慈じ

音お
ん︵

一
八
三
五
～
一
九
〇
八
︶に
よ
る
草
書
の
手

本
を
以
て
書
法
を
学
ん
だ
と
さ
れ
て
い
る
︒

②
は
︑
光
瑞
の
書
に
よ
る
浄
土
真
宗
の
本
尊
で
あ
る
六
字
名
号﹁
南
無
阿
弥

陀
仏
﹂で
あ
る
︒
こ
の
書
の﹁
陁
﹂は﹁
陀
﹂で
は
な
い
が
︑
こ
れ
は
本
願
寺
第
八

世
蓮
如
の
筆
意
を
意
識
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
︒
印
は﹁
鏡
如
﹂
で
あ
る
こ
と

か
ら
宗
主
時
代︵
二
十
八
才
～
三
十
九
才
︶の
書
と
み
ら
れ
る
︒
光
瑞
は
︑
楷
書

は
欧お
う

陽よ
う

詢じ
ゅ
ん︵
五
五
七
～
六
四
一
︶︑
行
書
は
︑
顔が
ん

真し
ん

卿け
い︵
七
○
九
～
七
八
五
︶に
私

淑
し
た
︒
欧
陽
詢
は
︑
唐
代
の
学
者
・
書
家
で
初
唐
の
三
大
書
家
︑
あ
る
い
は

楷
書
の
四
大
家
と
呼
ば
れ
て
い
る
︒
光
瑞
の
遺
墨
は
︑
多
く
は
残
さ
れ
て
い
な

い
が
︑
そ
の
殆
ど
が
楷
書
で
あ
り﹁
今
陽
詢
﹂と
言
っ
て
い
い
︒ ︵
掬
月
・
大
木
︶

①
明
治
十
八
年（
一
八
八
五
）筆　
縦
一
八
一・五
×
横
四
九・三

②
明
治
三
十
六
年
〜
大
正
三
年（
一
九
〇
三
〜
一
九
一
四
）頃
筆

　
縦
六
七・〇
×
横
三
三・三

　
大
谷
記
念
館
蔵

①

②
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大お
お

谷た
に

光こ
う

瑞ず
い

作さ
く

水み
ず

鳥ど
り

形が
た

陶と
う

器き

大
谷
光
瑞
は
︑
中
国
の
古
陶
磁
器
に
強
い
関

心
を
持
ち
︑
現
物
資
料
を
収
集
し
︑
自
ら
も
作

陶
し
調
査
研
究
に
注
力
し
た
︒
そ
し
て
︑
そ
の

集
大
成
と
し
て﹃
支し

那な

古こ

陶と
う

瓷じ

﹄を
残
し
た
︒

こ
の
資
料
は
︑
光
瑞
が
制
作
し
た
水
鳥
形
の

陶
器
で
あ
り
︑
底
部
に
は﹁
瑞
﹂
の
文
字
が
彫

ら
れ
て
い
る
︒
光
瑞
の
最
後
の
秘
書
役
と
言
わ

れ
る
吉
田
せ
つ
が
記
し
た
来
歴
に
よ
る
と
︑
昭

和
十
六
年︵
一
九
四
一
︶四
月
︑
京
都︵
市
︶陶
磁

器
試
験
場︵
国
立
陶
磁
器
試
験
所　

大
正
九
年

改
称
︑
統
合
︶
に
新
設
さ
れ
た
高
熱
炉
を
見
学

し
た
折
り
に
試
作
し
た
陶
器
と
記
さ
れ
て
い

る
︒
ま
た
︑
こ
の
陶
器
は
︑
晩
年
を
過
ご
し
た

別
府
時
代
に
︑
普
段
使
い
と
し
て
使
用
し
て
い

た
こ
と
も
記
さ
れ
て
い
る
︒

光
瑞
自
身
が
陶
磁
器
を
研
究
す
る
中
で
︑
実

物
を
収
集
し
︑
技
法
な
ど
を
含
め
て
自
ら
試
作

す
る
と
い
う
実
証
的
立
場
を
貫
い
た
こ
と
を
知

る
資
料
で
あ
る
︒
加
え
て
︑
こ
の
陶
器
を
普
段

使
い
と
し
て
使
用
し
て
い
た
こ
と
か
ら
︑
愛
着

の
あ
る
一
品
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
︒ ︵
和
田
︶

大
谷
光
瑞
作

昭
和
十
六
年（
一
九
四
一
）

陶
器

縦
三・八
×
横
一
一・三
×
高
さ
五・八

個
人
蔵

大お
お

谷た
に

光こ
う

瑞ず
い

常じ
ょ
う

用よ
う

湯ゆ

吞の
み

昭
和
時
代

磁
器

径
九・五
×
高
さ
七・三

大
谷
記
念
館
蔵

有
田
香
蘭
社
製
の
湯
吞
で
あ
る
︒
蘭
の
茎
︑
葉
が

染
付
で
︑
花
が
釉
裏
紅
で
描
か
れ
て
い
る
︒
釉
裏
紅

と
は
︑
な
じ
み
の
薄
い
技
法
で
あ
る
︒
い
わ
ゆ
る
ポ

ピ
ュ
ラ
ー
な
上
赤
絵
で
は
な
く
︑
透
明
釉
の
下
に
使

わ
れ
る
下
赤
絵
で
あ
る
︒
中
国
で
は
︑
唐
代
に
そ
の

作
例
が
始
ま
り
元
代
に
盛
ん
に
な
り
︑
続
く
明
代
︑

清
代
に
か
け
て
一
般
化
し
た
︒
又
︑朝
鮮
半
島
で
は
︑

高
麗
青
磁
か
ら
用
い
ら
れ
た
︒
釉
裏
紅
は
あ
ざ
や
か

な
上
絵
と
違
っ
て
︑
淡
い
ピ
ン
ク
色
に
発
色
す
る
︒

有
田
で
は
︑
磁
器
焼
成
の
か
な
り
早
い
時
期
に
こ
の

技
法
が
試
さ
れ
た
が
︑
多
く
は
生
産
さ
れ
ず
︑
一
般

化
す
る
の
は
︑
江
戸
後
期
で
あ
る
︒
こ
の
湯
吞
は
︑

香
蘭
社
に
過
去
の
商
品
サ
ン
プ
ル
や
︑
明
治
以
降
の

デ
ザ
イ
ン
帳
に
類
例
が
な
く
︑
大
谷
光
瑞
の
特
注
で

あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
︒
製
造
時
期
は
︑
高
台
内

の
蘭
染
付
マ
ー
ク
に
よ
り
第
二
次
世
界
大
戦
前
後
と

推
察
さ
れ
る
︒

光
瑞
は
昭
和
二
十
二
年︵
一
九
四
七
︶五
月
︑
大
連

か
ら
引
き
揚
げ
の
後
︑
別
府
市
亀
川
国
立
別
府
病
院

︵
旧
海
軍
病
院
︶に
一
時
入
院
し
た
︒
数
カ
月
に
て
退

院
の
後
︑
別
府
市
鉄
輪
の
加か

藤と
う

称し
ょ
う

司じ

の
経
営
す
る
旅

館
﹃
と
き
わ
屋
﹄
離
れ
に
住
ん
だ
︒
加
藤
の
子
息
︑

加か

藤と
う

正ま
さ

義よ
し

が
こ
の
器
を
後
に
記
念
館
に
寄
贈
し
た
経

緯
が
あ
る
︒
彼
に
よ
る
と
こ
の
器
は
︑
日
本
茶
は
も

ち
ろ
ん
の
こ
と
コ
ー
ヒ
ー
︑
紅
茶
︑
ミ
ル
ク
な
ど
の

万
能
の
器
と
し
て
光
瑞
が
発
注
し
︑
用
い
ら
れ
た
よ

う
で
あ
る
︒ 

︵
掬
月
︶
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二
楽
荘
と
大
谷
探
検
隊

龍
谷
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
特
別
展﹁
二
楽
荘
と
大
谷
探
検
隊
﹂
で
公
開
さ

れ
た
映
像
記
録
︒
ガ
ラ
ス
乾
板
に
よ
る
大
谷
探
検
隊
の
軌
跡
か
ら
︑
二
楽

荘
本
館
Ｃ
Ｇ
復
元
に
至
る
ま
で
の
報
告
︒
二
楽
荘
本
館
に
お
い
て
は
︑
そ

の
設
計
図
面
と
し
て
新
た
に
発
見
さ
れ
た
手
書
き
平
面
見
取
り
図
と
︑
多

く
の
写
真
記
録
が
基
本
資
料
と
な
る
が
︑
通
常
の
建
築
物
と
し
て
の
付
近

見
取
り
図
や
建
物
の
平
面
図
︑
立
面
図
︑
断
面
図
が
欠
落
し
て
い
る
︒
幸

い
に
も
︑
二
楽
荘
本
館
に
つ
い
て
︑
多
く
の
写
真
記
録
か
ら
既
に
精
緻
な

建
築
外
観
摸
型
が
作
成
さ
れ
て
い
る
︒

二
楽
荘
本
館
の
外
観
形
状
は
︑
こ
の
摸
型
の
計
測
デ
ー
タ
を
活
用
す
る

こ
と
か
ら
始
め
る
︒
次
に
建
物
内
部
の
精
緻
な
三
次
元
復
元
の
た
め
に

は
︑
建
物
の
正
確
な
平
面
図
と
と
も
に
︑
主
要
な
部
屋
に
つ
い
て
は
原
色

版
絵
葉
書
に
残
る
画
像
を
解
析
し
︑
三
次
元
復
元
を
試
み
た
︒
回
廊
や
英

国
近
代
室
な
ど
モ
ノ
ク
ロ
ー
ム
写
真
に
の
み
記
録
さ
れ
た
箇
所
に
つ
い
て

は
︑
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
よ
る
推
定
彩
色
を
試
み
た
︒

大
正
元
年︵
一
九
一
二
︶十
月
二
十
八
日
の
大
阪
毎
日
新
聞
の
三
面
に
以

下
の
英
国
近
代
室
取
材
記
録
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
︒﹁︵
前
略
︶歩
を
英
国

近
代
室
に
転
ず
る
と
︑
特
に
花
や
か
な
色
彩
が
感
情
を
ソ
ソ
ル
に
堪
え

ぬ
︑
室
は
漸
う
一
六
坪
︑
真
四
角
な
小
房
な
が
ら
︑
窓
は
思
い
の
ま
ま
高

く
︑
壁
は
エ
メ
ラ
ル
ド
・
グ
リ
ー
ン
の
よ
う
な
薄
緑
に
塗
り
潰
さ
れ︵
後

略
︶﹂以
上
の
彩
色
情
報
に
よ
る
Ｃ
Ｇ
再
現
を
行
っ
た
︒ 

︵
岡
田
︶

平
成
二
十
六
年
十
月

約
十
分

龍
谷
大
学
理
工
学
部
製
作

七
　
映
像
展
示
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鏡
如
宗
主
の
五
七
日
法
要

鏡
如
宗
主
は
昭
和
二
十
三
年︵
一
九
四
八
︶十
月
五
日
︑
別
府
市
鉄か
ん

輪な
わ

の

地
で
遷
化
し
た
︒
そ
し
て
︑
本
願
寺
別
府
別
院
本
堂
に
て
仮
葬
儀
が
営
ま

れ
荼
毘
に
付
さ
れ
た
後
︑
遺
骨
は
西
本
願
寺
に
帰
山
し
た
︒
五
七
日
の

通
夜
の
勤
行
は
黒
書
院
で
厳
修
さ
れ
︑
藪
内
家
に
よ
る
献
茶
の
儀
の
後
︑

十
一
月
八
日
大
谷
本
廟
に
お
い
て
厳
粛
に
法
要
が
勤
め
ら
れ
た
︒
当
時
の

﹃
本
願
寺
新
報
﹄
に
は
法
要
の
参
列
者
が
約
三
〇
〇
〇
人
と
記
さ
れ
て
い

る
︒映

像
に
は
︑
遺
骨
が
西
本
願
寺
に
帰
山
し
︑
黒
書
院
で
の
法
要
か
ら
大

谷
本
廟
で
の
葬
儀
の
様
子
が
映
し
出
さ
れ
て
い
る
︒
当
時
の
法
要
風
景
を

知
る
上
で
貴
重
な
映
像
で
あ
る
︒ 

︵
和
田
︶

昭
和
二
十
三
年
十
一
月
八
日　
西
本
願
寺
・
大
谷
本
廟

約
十
三
分

浄
土
真
宗
本
願
寺
派
蔵
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